
家別 分類 分類

46 Ａ 1-1 御代々御譲之御判物御写有之也　都合十七也 巻 1 虫損

46 Ａ 1-2 永禄11年8月4日 定（信越堺目山浦飯山従先規懸命之領也） 義清 村上源五 状 1 写

46 Ａ 1-3 天正10年7月5日 （去廿三日小縣郡エ被出馬武功之至御神妙） 景勝 村上源五 状 1 写

46 Ａ 1-4 7月3日 （其表様子節々御注進小縣迠相働室賀、屋代様子） 景勝 村上源五 状 1 写

46 Ａ 1-5 天正元年3月8日 （亡父知行分於山浦四万石信越堺飯山領出置） 謙信 村上源五 状 1 写

46 Ａ 1-6 天正6年5月12日 （景虎被討捕之条武功之段本庄を御家名） 景勝 村上源五 状 1 写

46 Ａ 1-7 天正10年8月5日 覚（郡司之儀、長沼之儀、越國知行　他） 景勝 村上源五 状 1 写

46 Ａ 1-8 天正10年8月20日 （更科埴科水内高井四郡之叓、越後知行之叓　他） 景勝 村上源五 状 1 写

46 Ａ 1-9 天正20年1月20日
（景勝申立、越後信州四拾三万四千石余、柳川領白石城付
他）

秀吉 村上源五 状 1 写

46 Ａ 1-10 8月10日 書状（其元様子無心誠候ニ付、河田豊前差遣候　他） 輝虎 村上源五 状 1 写

46 Ａ 1-11 12月25日 書状 忠勝 村上氏 状 1 写

46 Ａ 1-12 5月20日 書状（従家康為音問罷下候　御取持以早々帰国） 松平左近将監 村上源五 状 1 写

46 Ａ 1-13 3月20日 書状（色々國清御取持ニ而輝虎公御逢被成） 大久保新十郎 村上源五 状 1 写

46 Ａ 1-14 慶長14年 （村上源五一子与三為扶持八百人料出置） 家康 本多平八郎 状 1 写

46 Ａ 1-15 2月20日 書状（松平左近将監差下候處、國清色々御取持） 家康 村上源五 状 1 写

46 Ａ 1-16 4月5日 書状（大久保新十郎差遣候處、國清色々御取持） 家康 村上源五 状 1 写

46 Ａ 1-17 8月20日 書状（真田安房守儀表裏相構、若林采女丞差遣後詰） 家康 村上源五 状 1 写

46 Ａ 1-18 正徳4年 為未覚書（義豊為而故坂城住居、筆子数多有之） 出浦清平 源義豊 状 1 破損

46 Ａ 2-1 御墨筆　箱 木箱 1

46 Ａ 2-2 村上源氏出浦小野澤両家畧系 巻 2

　坂城町　　横尾　橋詰幸蔵家文書目録
請求番号

和　　暦 史　料　名　（表題） 出　　所 宛　　所 形態 数量 備　　考
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家別 分類 分類

　坂城町　　横尾　橋詰幸蔵家文書目録
請求番号

和　　暦 史　料　名　（表題） 出　　所 宛　　所 形態 数量 備　　考

46 Ａ 3-1 信刕更科郡御合戦御書御箱 出浦要人 木箱 1

46 Ａ 3-2 天文元年3月 古今戦覧　信刕葛尾古城跡事也 巻 1

46 Ａ 4-1 願書 木箱 1

46 Ａ 4-2 （屋代氏系図） 巻 1

46 Ａ 5 延宝3年3月 覚（義清様御官位　御持分　源五國清御安堵、義豊） 出浦正左衛門入道 縦帳 1

46 Ａ 6 更級少将村上源府君年譜 出浦正左衛門清命 縦帳 1 印刷

46 Ａ 7-1 村上家旧士出浦正左衛門清命由緒書 縦帳 1

46 Ａ 7-2 村上家旧士出浦正左衛門清命由緒書 縦帳 1

46 Ａ 8 御届書申上候覚（村上兵部殿江戸居住、拙寺境内之中ニ居住） 満泉寺 中之条御役所 縦帳 1
出浦正左衛門、出浦要人、戸田
内膳

46 Ａ 9 安永6年8月 御拝借金割合帳 横帳 1

46 Ａ 10 安永10年1月 大福帳 出浦 小帳 1

46 Ａ 11-1 安永10年1月 道中小遣帳 出浦与作 小帳 1 連綴

46 Ａ 11-2 寛政11年12月20日 道中日記萬帳 出浦要人 小帳 1 連綴

46 Ａ 11-3 寛政11年12月20日 大福萬覺夫帳 出浦要人 小帳 1 連綴

46 Ａ 12 安永 年忌□之帳 庄左衛門 小帳 1

46 Ａ 13 宝暦6年 御年貢［　　　］ 出浦庄左衛門 小帳 1

46 Ａ 14 天明5年10月 御年貢上納通帳 出浦代治郎 小帳 1

46 Ａ 15 天明7年2月 未改田畑高扣帳 横町組小路　庄左衛門 小帳 1

46 Ａ 16 寛政5年1月 道中日記帳 小帳 1

46 Ａ 17 寛政5年 御林帳（横尾村） 入横尾村橋詰幸蔵 縦帳 1
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家別 分類 分類

　坂城町　　横尾　橋詰幸蔵家文書目録
請求番号

和　　暦 史　料　名　（表題） 出　　所 宛　　所 形態 数量 備　　考

46 Ａ 18 寛政5年8月 筆子門弟覚帳 せわ人横町要人、定左衛門 横帳 1

46 Ａ 19 寛政6年 萬日記覚帳（寛政七年手代森戸十郎御尋被下十月廿日他） 信陽葛尾古城跡住出浦正左衛門 小帳 1

46 Ａ 20-1 寛政12年4月7日 悔帳 横帳 1 連綴

46 Ａ 20-2 文化3年12月16日 音信帳　出浦正左衛門　行歳九十才　忰要作 横帳 1 連綴

46 Ａ 20-3 文化9年9月1日 悔請帳 出浦正左衛門 横帳 1 連綴

46 Ａ 21 文化2年2月 無尽帳 縦帳 1

46 Ａ 22 文化5年1月 五人組前書御条目 入横尾村橋詰幸蔵持主 縦帳 1

46 Ａ 23 文政2年12月24日 葬式小夫出入帳 横尾村橋詰幸蔵 横帳 1

46 Ａ 24 文政7年1月29日 中山道望月宿エ代助郷被仰付候請證文 入横尾村橋詰幸蔵主 縦帳 1

46 Ａ 25 文政9年6月 駄賃帳 村上左馬助内出浦正左衛門 横帳 1

46 Ａ 26 文政13年閏3月 栗角伐附控帳 横帳 1

46 Ａ 27 文政13年1月 御林御拂雑木賣買扣帳 入横尾橋詰幸蔵 横帳 1

46 Ａ 28 明治23年2月1日 伊勢参宮銭分帳 入横尾橋詰幸蔵 横帳 1

46 Ａ 29 文化元年10月 御年貢通帳　名主佐兵衛 出浦庄左衛門 小帳 1

46 Ａ 30 未12月 覚（未十二月三拾九俵半　中之条文左衛門　他） 小帳 1 表紙欠

46 Ａ 31 （寅御年貢　夘御上納　他） 小帳 1 表紙欠

46 Ａ 32 申1月 小拾帳 庄左衛門 小帳 1

46 Ａ 33 文政4年11月1日 日瀧寺殿御年回香資扣惵 村上山執事 横帳 1

46 Ａ 34 文化6年 ［　　　］日記帳 小帳 1

46 Ａ 35 3月18日 人足賃渡帳 村上兵部内出浦正左衛門 小帳 1
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家別 分類 分類

　坂城町　　横尾　橋詰幸蔵家文書目録
請求番号

和　　暦 史　料　名　（表題） 出　　所 宛　　所 形態 数量 備　　考

46 Ａ 36 （小遣帳　正月五日七拾文　和田宿　他） 坂木横町宿出浦権五郎 小帳 1 表紙欠

46 Ａ 37 （五月金三分仁朱三百文　紬前代取　他） 断簡 1 前後欠

46 Ａ 38-1 文政12年1月
乍恐預置申請書（出浦氏系図、家康・秀吉・秀忠・謙信五人之
書物　他）

上田領下塩尻田沢正之丞
村上兵部卿様、吾妻将曹、出浦
弁蔵

状 1

46 Ａ 38-2 文政12年1月
乍恐預置申請書（出浦氏系図、家康・秀吉・秀忠・謙信五人之
書物　他）

上田領下塩尻 状 1 破損大

46 Ａ 39 慶長20年3月13日 信州川中嶋五ヶ度合戦次第 清野助治郎 巻 2 寛文9年5月9日上杉内井上隼人正

46 Ａ 40 （顕清始而信刕ニ住居、永禄七年合戦止川中嶋四郡輝虎領）
清野助次郎、井上掃部介、出浦正左衛門、
瀧澤宮内、宮原小藤右衛門

巻 1

46 Ａ 41 古合戦覚（天文元三月ゟ天正十年室賀屋代出浦福沢北城方へ） 巻 1 破損

46 Ａ 42 （武田方横田源介他、永禄四年八月廿六日川中島陣取合戦始） 巻 1

46 Ａ 43
請取申尊像幷御書之事（村上義清公御直書壱通、家康公證文壱
通他）

状 1

46 Ａ 44
（天文元三月中海野左京大夫幸吉と合戦、天文七高井水内合戦
他）

断片 1 前後欠

46 Ａ 45 文政4年
（天正元年正月朔日奉之、村上義清公、出浦正左衛門尉清春ゟ
他）

状 1 顕国義清国清遠忌

46 Ａ 46 6月22日 （其表之様子御申越葛尾表為相守御備堅固之段致満足） 景勝 状 1

46 Ａ 47 4月7日 （今度謙信伺小田原御出馬依之貴所同心無油断相勤他） 義清 村上源吾 状 1

46 Ａ 48
私共主家（村上氏）由緒之儀御尋ニ付左ニ申上（義清国清義
豊）

状 1

46 Ａ 49 覚（村上頼清公　村上義清公） 状 2 下書

46 Ａ 50 寛政7年 （義清代々更科在城、義豊旧里更科蟄居　他） 村上兵部義国 状 1 下書

46 Ａ 51 當姓秘傳嫡男（村上天皇、廣平親王、冷泉院他） 状 1 下書

46 Ａ 52 宝暦3年 （上田原ニおいて合戦、山浦源吾、武王丸、義豊、義長他） 村上源五郎義国 状 1 破損

46 Ａ 53 寛政5年9月 口上之覚（高祖父村上織部義長已来代々要門之道相傳） 井上源吾義国 状 1

46 Ａ 54 元禄4年
覚（當社大明神村上天皇御子親王四宮大明神伯母山ノ辺ニ奉
遷）

村上義豊 塩崎郷内宮川宗大輔 状 1
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　坂城町　　横尾　橋詰幸蔵家文書目録
請求番号

和　　暦 史　料　名　（表題） 出　　所 宛　　所 形態 数量 備　　考

46 Ａ 55 寛政7年3月 （村上兵部義国、正徳以来拙者人別帳書載満泉寺ニ而） 出浦正左衛門 縦帳 1 満泉寺奥印下書

46 Ａ 56 寛政10年5月 （義清国清代々在城義豊亡父之業再欲興名奉仰他） 村上兵部義国 日比谷御屋形御家老中 状 1

46 Ａ 57 享和3年
（主君村上義清公、故有ニ永禄四年三月此以来開発して者百姓
に）

永禄年中飯野元禄年中西沢替清兵衛 状 1

46 Ａ 58 （武丸様御教訓御真書壱通、東照大神君御真筆　他） 断片 1

46 Ａ 59 享和3年 乍恐舊士挙而御慈恵奉願上候（村上兵部儀）
坂城神社小宮山大内蔵、村上兵部随従出浦
要人、泉口明神宮崎左近外

状 1

46 Ａ 60 文政5年 村上羽林故臣之者為惣代奉願上候趣左ニ申上候 高井郡新保村民左衛門、坂木村正左衛門外 御支配御役所御奉行所 状 1

46 Ａ 61
覚（天文六年八月甲州武田氏大膳太夫晴信公川中島御手ニ入
他）

状 2

46 Ａ 62
覚（天文六年八月甲州武田氏大膳太夫晴信公川中島御手ニ入
他）

状 1

46 Ａ 63 （盛清王御嫡男二右馬介信国、三判官兼国外） 状 1

46 Ａ 64 戌4月 内願之趣書取之一紙幷先祖書写 村上左馬助義輔 縦帳 1

46 Ａ 65
（村上左馬之介満泉寺境内ニ屋敷相営申上候得者、罷成不申
他）

縦帳 1

46 Ａ 66 辛巳11月1日
焼香次第書（村上左源太、源太兵衛、金九郎、鉄平、八十吉、
源吾、忠兵衛外）

縦帳 1

46 Ａ 67 天正元年1月朔日 日瀧寺殿正四位前羽林紅雲清大禅定門（義清戒名） 縦帳 2

46 Ａ 68 （顕国、国清、義清の戒名） 縦帳 1

46 Ａ 69 （国清嫡子高国外高清、高任、高景、高照の逝去日と戒名） 村上源五郎高重、村上勝次郎 縦帳 1

46 Ａ 70 明和8年3月5日 村上義清公侍大将御家老筋（清野右近赤池治部丞外） 出浦正左衛門 縦帳 1

46 Ａ 71 明和8年3月5日 （顕国、国清、義清戒名、逝去日） 出浦正左衛門清命 縦帳 1

46 Ａ 72 明和7年3月1日 （西當地村上義清公御墓所敬白、南、北東） 出浦正左衛門清命建之者也 縦帳 1

46 Ａ 73 寛政7年2月 （村上兵部義国家名再興之願寺社御奉行所エ御届） 出浦正意、瀧沢宮内、坂田豊斎 中条御役所 縦帳 1

46 Ａ 74 郷名（更級郡、埴科郡、高井郡　他）神社名他 状 1
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　坂城町　　横尾　橋詰幸蔵家文書目録
請求番号

和　　暦 史　料　名　（表題） 出　　所 宛　　所 形態 数量 備　　考

46 Ａ 75 坂城冠着山天福寺天台宗也、更級五明村西教寺本尊ハ 虎孝 状 1

46 Ａ 76 寛政元年 村上院様三百年之御忌　他 状 1

46 Ｂ 1 村上源氏出浦累系写 状 1

46 Ｂ 2 元和九癸亥八月十八日至安永年庚子百五十八年也出浦對馬公也 状 1

46 Ｂ 3 文化2年
（祖父出浦正左衛門清重、父正左衛門清平、正左衛門清命八十
三）

出浦正左衛門国秀、處忠 断片 1 前欠

46 Ｂ 4 （出浦一族、是ゟ当時拾弐軒之一族ニ罷成候） 状 1

46 Ｂ 5 寅8月 出浦蔵人盛国何代ノ嫡流 縦帳 1

46 Ｂ 6 明治8年 履歴書（字田町墓地　右墓地之義ハ代官長谷川利次ナル） 状 1

46 Ｂ 7 文政2年 小拾帳 庄左衛門 小帳 1

46 Ｂ 8 11月13日 おぼえ（こんにゃく）御餞別覚　他 横帳 1

46 Ｂ 9 寛政4年 大福萬覺帳 庄左衛門 断簡 1 表紙のみ

46 Ｂ 10 子2月 萬取方帳（傳馬割馬壱疋） 坂木宿御前小路村庄左衛門 断簡 1 表紙のみ

46 Ｂ 11-1 丑正月 御届書を以申上候覚（村上兵部近年病難渋私居屋敷之内ニ） 出浦正左衛門清春 中之条御役所 状 1

46 Ｂ 11-2 丑正月 別紙口上書を以申上候（村上兵部由緒御尋之義被仰出） 出浦正左衛門清春 中之条御役所 状 1

46 Ｂ 11-3 寛政7年3月 （村上兵部義国、今度拙者人別帳書載宗旨代々満泉寺） 出浦正左衛門 中之条御役所 状 1 満泉寺奥印

46 Ｂ 12 寛政7年3月 （村上兵部義国、家名再興被成下今般寺社奉行所エ） 出浦要人 御役所中 状 1

46 Ｂ 13 4月28日 （出浦嫡子　村上頼清公御代） 出浦要人 出浦甚蔵 断片 1 前欠

46 Ｂ 14 延享5年 覚（御吟味有御本陣役源五右衛門江戸ニ而打首ニ）
名主傳兵衛、名主弥治右衛門、問屋新蔵、
市郎兵衛

状 1

46 Ｂ 15 天明3年2月 差出シ申店請證文之事 借屋主安右衛門、せわやき長四郎 庄左衛門 状 1

46 Ｂ 16 天明4年1月 譲渡申畑之事（名所社宮神畑弐丁鋤） 畑譲渡し主傳兵衛、同断六太夫 庄左衛門 状 1
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　坂城町　　横尾　橋詰幸蔵家文書目録
請求番号

和　　暦 史　料　名　（表題） 出　　所 宛　　所 形態 数量 備　　考

46 Ｂ 17 天明8年4月 質流相渡し申田地之事（字前田下田三畝歩代金五両） 賣主大次郎、組合市郎右衛門 要作 状 1

46 Ｂ 18 寛政5年
覚書（児玉團右衛門と申者、庄左衛門屋敷くねそと、堰、ほり
切私共頼）

要人 状 1

46 Ｂ 19 寛政8年11月3日 覚（小宮山村と申所、玉寶院先祖ゟ寛政八年正長寺と改） 国秀、正左衛門清秀代 状 1 名主儀者、小宮山佐兵衛

46 Ｂ 20 寛政9年
定覚（当村徳右衛門開明印大英寺ニ納、私共先祖尊儀者罷不
成）

徳右衛門宮平 出浦要人 状 1

46 Ｂ 21 寛政10年2月 為年之組中互ニ吟味可仕候事（博奕宿其外諸事、世話抔不仕） 組親庄左衛門外組内4人 御役元中 状 1

46 Ｂ 22 寛政12年10月20日 日記覚（蓑笠之助様御代森戸十郎様由緒書差上置） 正左衛門 森戸十郎 状 1

46 Ｂ 23 文化5年12月 質置申田地之事（下田弐升蒔　代金五両） 質置主［　　］外1人 市郎右衛門、庄左衛門 状 1

46 Ｂ 24 文化5年12月 一札之事（亥ゟ卯年迠地代済残金壱両弐朱他） 当人兵八、女房外1人 團右衛門 状 1

46 Ｂ 25 文化5年12月 一札之事（亥ゟ卯年迠地代済残金壱両弐朱他） 当人兵八、女房外1人 團右衛門 状 1

46 Ｂ 26 文化6年4月 一札之事（我等持地エ兵八家作地代金共ニ相済） 團右衛門 兵八組親庄左衛門 状 1

46 Ｂ 27 文化6年4月21日 差出申一札之事（私家作安右衛門エ引渡し組中致承知） 兵八、いそ 組親庄左衛門、御組衆中 状 1

46 Ｂ 28 文化7年2月晦日 差出申店請證文之事（立町組下九郎兵衛忰瀧蔵長屋借家） 借家主瀧蔵外2人 正左衛門 状 1

46 Ｂ 29 文化8年8月2日 一札之事（我等諸願成就之上者村上家御取立進可申候） 石橋埜弥輔 村上御家臣出浦正左衛門 状 1

46 Ｂ 30 文化9年5月3日 差出申店請證文之事（立町多平兄弟惣助家賃年中金壱分） 惣助外2人 家主庄左衛門 状 1

46 Ｂ 31 文化8年3月16日
（参刕やな郡下城天王村村上喜右衛門忰源治郎当地エ尋参り年
廿七才、村上清兵衛一族也、止宿安右衛門）他

綴 14

46 Ｂ 32 文化13年2月 添書一札之事（御所沢屋敷質代金拾両金子出来兼猶又） 御所沢要右衛門、正左衛門 久蔵 状 1

46 Ｂ 33 文化14年2月14日 差上申店請證文事（長家借宅家賃金壱分） 置主おそよ外1人 正左衛門 状 1

46 Ｂ 34 文化14年12月 覚（〆六百四拾八文、當丑御年貢国役諸夫銭請取） 横尾村名主伊兵衛 坂木村庄左衛門 状 1

46 Ｂ 35 文政3年4月 質置申田地之事（土井ノ井壱畝歩） 借主市郎右衛門、請人庄左衛門 喜惣太夫 状 1

46 Ｂ 36 文政3年4月2日 質置申田地之事（中田五畝歩） 借主庄左衛門 市郎右衛門 状 1
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46 Ｂ 37 文政3年8月12日 差出し申店請證文事（長屋借宅や新年中金壱分） 引請借主兼甚五郎 正左衛門 状 1

46 Ｂ 38 文政6年9月 質流相渡し申畑證文之事（名所辻上下畑四畝歩代金五両） 質渡人庄左衛門母外2人 佐市 状 1

46 Ｂ 39 文政9年6月2日 （従江戸信州坂木駅迠御関所無相違御通可被下候） 村上左馬助内出浦正左衛門 碓氷御関所御番衆中 状 1

46 Ｂ 40 文政12年2月 質地證文之事（入山上畑三畝九歩　同所屋敷代金弐拾壱両） 質渡人庄左衛門、組合2人 久蔵 状 1

46 Ｂ 41 天保13年11月3日 請取申證文之叓（金壱両正右衛門江戸表病気国許エ金子不足） 受人五郎兵衛、嘉七 造酒之進、善之丞 状 1

46 Ｂ 42 酉12月1日 覚（金百疋庫裡再建奉加請取） 大英寺 正左衛門 状 1

46 Ｂ 43 戌8月 覚（金弐百疋庫裡新造奉加） 大英寺現住大棟 出浦正左衛門 状 1

46 Ｂ 44 亥7月13日 覚（金壱分祠堂助成請取） 大英寺納所 庄左衛門 状 1

46 Ｂ 45 亥11月13日 覚（永百四拾七文拝借返納受取） 名主茂左衛門 小路庄左衛門 状 1

46 Ｂ 46 辰7月 覚（五拾文浅黄切　百文紬切浅き　他〆九百文） 四ツ屋市郎兵衛 小路正左衛門 状 1

46 Ｂ 47 辰12月 覚（百弐拾九文　大麦壱石　〆五百丁五拾文） 水車武右衛門 庄左衛門 状 1

46 Ｂ 48 巳3月5日 覚（弐百六十文　下掛他　〆七百五十文） 木や弥左衛門 庄左衛門 状 1

46 Ｂ 49 2月 おほへ（手樽壱ツ　煎茶壱袋） 出浦正左衛門 橋詰弥惣左衛門内室 状 1

46 Ｂ 50 壬戌12月 借用申金子之事（金六両弐朱、地代金幷借用金御取延） 借用人兵八、女房いそ 團右衛門 状 1

46 Ｂ 51 申2月2日 差出し申店請證文一札之事（御長屋借宅金壱分） 店借主小八外1人 庄左衛門 状 1

46 Ｂ 52 10月26日 覚（村上兵部様ゟ御手紙壱通他御届） 森山源五郎内佐野十蔵 岩崎安右衛門 状 1

46 Ｂ 53 5月14日 覚（七十文大麦七斗　百四文小麦弐斗五升　他） 山［　　］水車 屋ぶ庄左衛門 状 1

46 Ｂ 54 10月22日 覚（五十文らうそく他） いちや勇次 庄左衛門 状 1

46 Ｂ 55 口上（今般問屋札入附　傳之丞外4人佐忠治殿頼度咄合） 引請庄右衛門 状 1

46 Ｂ 56 夘2月17日 婚礼覚（扇子横町二本、佐兵衛、繁八、万吉外） 状 1
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46 Ｂ 57 覚（紬代三分弐朱　他） 新之丞 正右衛門 状 1

46 Ｂ 58 差出し申引請證文之事（家作團右衛門殿エ引渡し） 状 1

46 Ｂ 59 12月24日 覚（鳥目弐拾疋五明粕尾武兵衛、横町前山傳兵衛他） 要人 状 1 横町小宮山佐兵衛外

46 Ｂ 60
覚（上州矢代村武者治郎吉、入横尾村橋詰幸蔵、同弥惣左衛門
外）

出浦正左衛門 中沢利兵衛 状 1

46 Ｂ 61 寛政5年1月23日 （馬くろ町三丁目半左衛門屋敷有是ゟ浅草） 状 1

46 Ｂ 62 差上申一札之叓（一昨庚子年村上御老君様ゟ中嶋由緒御尋） 状 1 大須賀久兵衛あり

46 Ｂ 63 御尋申上候（亡父村上織部泰国者元来信陽之産、東部に居住） 状 1

46 Ｂ 64 御尋申上候（村上源為国公ゟ義清迠十七代御子国信公） 状 1

46 Ｂ 65 丑1月 （満泉寺末寺出入之事、村上兵部祖父村上織部在世之時他）
村上羽林之近臣出浦正左衛門尉清春五代正
左衛門

中之条御役所 縦帳 1

46 Ｂ 66 12月20日 口演 ［　　］下執事 村上様御執事 状 1

46 Ｂ 67 9月2日 覚（御手紙壱通請取） 矢代求馬内大畠鑛之助 村上様御使中 状 1

46 Ｂ 68-1 覚（出浦正左衛門下女ニ佐助と申男子あり　名字取上） 状 1

46 Ｂ 68-2 宝暦元年 末々覚（正左衛門様下女男子壱人佐助ト申者あり　他） 佐介、文平 出浦正左衛門 状 1

46 Ｂ 69 文化9年1月 日記覚（文化三年三月ゟ蝦夷地御用所箱鶴役所御仕勤他） 出浦正左衛門、小嶋五郎蔵外2人 状 1 村上帯刀君其後兵部ト改

46 Ｂ 70-1 村上左源太 包紙 1

46 Ｂ 70-2 （金沢小立野　波着寺様　村上八十吉） 断片 1

46 Ｂ 70-3
（小松村上左源太、馬坂下御小人町村上喜平太、彦三三番下村
上金九郎、小立野村上直左衛門　他）

断片 1

46 Ｂ 71 1月23日
覚（矢神中坂内天神参り　男坂上女坂下堀　是ゟ上山山王参
他）

断片 1

46 Ｂ 72 戌年 （出浦庄左衛門右之仁者村上普代也　義清九代村上勝次郎） 断片 1

46 Ｂ 73 6月21日 （當四月廿三日函館ゟ三百里程舩二艘来　公儀ゟ御書付写） 安中役所名主八右衛門 補地寺 状 1
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46 Ｂ 74 文化8年3月 （御室御所御使村上帯刀　三月京都参殿被致候事他） 出浦正左衛門覚 状 1

46 Ｂ 75-1 上 出浦正左衛門 包紙 1

46 Ｂ 75-2
（坂城冠着山天福寺天台宗也、村上家代々御祈願之御寺也、五
明村西教寺本尊ﾊ天正廿年高麗国ニテ乱取佛也）

状 1

46 Ｂ 76 1月14日 覚（書状壱通出浦正左衛門方ゟ受取） 清野内乾忠兵衛 状 1

46 Ｂ 77 2月 由緒書（国清白川在城一子村上織部正幸清　他） 旧臣出浦正左衛門 状 1

46 Ｃ 1 5月15日 書状（屋敷之事満泉寺方丈へ相談いたし、清野半右衛門殿他） 兵部 出浦正左衛門要人 縦帳 1

46 Ｃ 2 11月15日 書状（屋敷之義満泉寺心得違、一橋殿御家老飯田殿五戦記他） 兵部 出浦正左衛門要人 縦帳 1

46 Ｃ 3 閏1月15日
書状（正左衛門隠居要人正左衛門と名乗、四ツ谷汐干観音別当
我等方へ）

兵部 出浦正左衛門要人 縦帳 1

46 Ｃ 4 4月17日 書状（御林拝領之義） 兵部 出浦正左衛門要人 縦帳 1

46 Ｃ 5 8月3日 書状（清野一族の名前、兵部兵衛と改名） 兵衛 出浦正左衛門要人 縦帳 1

46 Ｃ 6-1 5月15日 書状（清太郎疱瘡之余毒発し、かね病死之旨驚入） 兵部 出浦要人 状 1

46 Ｃ 6-2 6月3日
書状（当時住居の近所盗賊はやり、水戸村上勝次郎方への返
書）

兵部 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｃ 6-3 3月2日 書状（水戸へ懸合文通差越、五明助右衛門方へ度々懸合他） 兵部 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｃ 6-4 1月17日 書状（内山氏縁談満泉寺よりの書状、宮嶋右近当家普代） 兵部 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｃ 6-5 11月15日 書状（中沢彦二郎方ゟ家紋之小袖差越、彦二郎旧臣同様存他） 兵部 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｃ 6-6 12月12日 書状（今度宮崎右近帰国、頼清公以来高野山蓮華定院御寄附） 兵部 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｃ 6-7 5月15日 書状（別紙当春金沢瀬兵衛其方宅へ　川中島軍談） 兵部 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｃ 6-8 10月14日 書状（其地逗留中世話ニ成来春早々出府可致候） 兵部 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｃ 6-9 9月13日 書状（今般御代官下向被致候ニ付植崎久八郎深切成人他） 兵部 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｃ 6-10 10月18日
書状（当月九日深川へ引移中沢彦次郎出會当家代々普代之旧
臣）

兵部 出浦正左衛門要人 状 1
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46 Ｃ 6-11 5月12日
書状（清野菩提所森の禅洞院、塩尻村平左衛門預りの義清公真
筆他）

兵部 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｃ 6-12 12月15日
書状（村上新三郎其地へ参候哉可申越、家系之写頼清正清植
清）

兵部 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｃ 6-13 7月7日 書状（八幡宮ヘハ為代参石川治兵衛ゟ麻上下一具要人出府） 兵部 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｃ 6-14 1月15日 書状（鼡村赤池勘解由子孫国清公より御預之佛所持他） 兵部 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｃ 6-15 9月12日 書状（此程蝦夷地御用之方出来、過日立花出雲守様エ罷出） 兵部 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｃ 6-16 1月15日
書状（屋敷之事、満泉寺ゟ申越、二月中旬迠ニ引拂セ候様取
斗）

兵部 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｃ 6-17 1月15日 書状（旧年若御老中立花出雲守殿へ五戦記差上） 兵部 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｃ 6-18 5月25日 書状（本多殿へ旧記等被尋、東照宮様御證文他） 兵部 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｃ 6-19 4月19日 書状（法事之事、我等扣ニ八九月と在し、川中嶋軍談出来） 兵部 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｃ 6-20 3月17日
書状（中之条御林、満泉寺、小宮山大内蔵、宮川宗太夫申談、
屋代氏外）

兵部 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｃ 6-21 5月15日
書状（当春中高野山登山之義不相揃、正左衛門今年八十八才
と）

兵部 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｃ 6-22 11月15日
書状（清野半右衛門方へ之返書、合戦記初巻出来、小野沢太郎
左衛門）

兵部 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｃ 6-23 書状 村上兵部内 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｃ 6-24 10月19日 書状（日瀧寺殿白銀壱枚霊前エ、村上大和方エ御手向申遣） 兵部 出浦正左衛門、正右衛門 状 1

46 Ｃ 6-25 5月5日 書状（三公御宮ヘハ為代参正左衛門罷越、於満泉寺被願致） 兵部 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｃ 6-26 4月17日 書状（三公様各式例年之通、上野の様子、若林文次与申者） 兵部 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｃ 6-27 2月2日 書状（願之通宮様エ御目見、佐久平賀の産若林玄督と申医師） 兵部 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｃ 6-28 2月17日 書状（宮様より御扶助頂戴、去秋中東陽寺へ向差越候書状） 兵部 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｃ 6-29 8月17日 書状（節句前当府着之積書状可差出、武王様御身分取持） 兵部 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｃ 6-30 10月15日 書状（本多殿へ之壱封被差越破封落字書様も見へ） 兵部 出浦正左衛門要人 状 1
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46 Ｃ 6-31 3月9日 書状（正左衛門医師与認候、三公様祭禮権蔵差越） 兵部 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｃ 6-32 12月23日 書状（要人妻縁談、満泉寺一封受取、小見山式部先祖書受取） 兵部 出浦正左衛門要人、権蔵 状 1

46 Ｃ 6-33 12月15日 書状（板倉殿用人小野田藤左衛門心切ニ瀧沢八郎右衛門別紙） 兵部 出浦正左衛門要人、内田権蔵 状 1

46 Ｃ 7-1 覚（奇應丸河越山田新蔵殿より） 兵部 正左衛門 断片 1

46 Ｃ 7-2 8月1日 書状（今度要人出府、三公様も御満悦） 兵部 出浦正左衛門 状 1

46 Ｃ 7-3 3月3日 書状（今度御室御所エ参来ル七日江戸出立） 兵部 出浦正左衛門 状 1

46 Ｃ 7-4 8月15日 書状（御室御所エ御所御入用相懸候由、我等相働） 兵部 出浦正左衛門 状 1

46 Ｃ 7-5 8月10日 書状（利吉母之事全快候哉、飯沼民左衛門兄弟出府候様） 兵部 出浦正左衛門 状 1

46 Ｃ 7-6 4月3日 書状（今度上洛之刻、御所新規被召出御近習衆之烈上） 兵部 出浦正左衛門 状 1

46 Ｃ 7-7 4月20日 書状（逗留之刻いろいろ世話ニなり） 兵部 出浦正左衛門 状 1

46 Ｃ 7-8 閏6月20日 書状（先年者ちゝふ辺エ参り夫ゟ其地エ相越度） 兵部 出浦正左衛門 状 1

46 Ｃ 7-9 書状（殿様御機嫌よく御在勤武丸事も） むら上兵部内 出浦正左衛門 状 1 破損

46 Ｃ 7-10-1 （包紙） 村上兵部徒士、飯嶋新左衛門 出浦正左衛門 包紙 1
江戸本所三ツ目橋野々山弾右衛
門様地面

46 Ｃ 7-10-2 10月17日 書状（正左衛門八十八之賀、満泉寺末寺争論之事又々發り） 兵部 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｃ 7-10-3 6月29日 書状（當君之御儀、紀州公之家臣山崎左内殿御妹御貰） 飯嶋新左衛門 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｃ 7-11-1 （包紙） 村上兵部徒士、飯嶋新左衛門 出浦正左衛門 包紙 1 従江戸駿河台

46 Ｃ 7-11-2 9月17日
書状（当夏中ハ其方家内子供など麻疹致、当表なとハ死し候も
の）

兵部 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｃ 7-12-1 （包紙） 村上兵部徒士、飯嶋新左衛門 出浦正左衛門 包紙 1

46 Ｃ 7-12-2 12月17日 書状（宮参の時ハ三公様へも参詣、源之進方来月ハ出産） 兵部 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｃ 7-12-3 4月8日 書状（家名再興相成候様ニ幾重ニも宜敷奉願候） 出浦要人国秀、出浦正左衛門清命 鬼近江守御用人中 状 1
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46 Ｃ 7-12-4 （人ヲ捨テシキリニ操動スカゝリシカハ御家人ハ） 断簡 1

46 Ｃ 7-13 1月20日 書状（年始之為祝詞） 村上兵部義国 出浦正左衛門要人、権蔵 状 1

46 Ｃ 7-14 7月
書状（御尋申上候、亡父村上織部泰国信陽之産、一族村上半平
に）

村上兵衛義国 状 1 兵部改兵衛

46 Ｃ 7-15 1月11日 書状（其方出府之節ハ江戸の入口ニ白山、水どう橋通り尋参） 義國 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｃ 7-16 12月1日
書状（瀧澤八郎右衛門儀、申越、権蔵来春出府、いせのお師、
上平村久保仁兵衛）

義國 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｃ 7-17 3月1日
書状（心願之一条御老中伊豆守殿、我等門入、少ハ手寄ニも清
太郎国高ト）

義國 出浦正左衛門要人、清太郎 状 1

46 Ｃ 7-18 丑10月 書状（願書、京都押小路、大外記殿エ差出） 義國 出浦要人 状 1

46 Ｃ 7-19 7月15日 書状（別紙、戸右衛門ヘ頼中之条御役所へ書状頼候様） 義國 出浦要人 状 1

46 Ｃ 7-20 5月16日 書状（内山勝五郎家元内山十兵衛殿へ参初而面會御書拝見） 兵部 出浦要人 状 1

46 Ｃ 7-21 6月2日
書状（妻なり妾なりと相應之義見立、松平伊豆守殿医師加川元
厚）

兵部 出浦要人 状 1

46 Ｃ 7-22 12月18日 書状（宮様よりいよいよ御扶助被下候） 兵部 出浦要人 状 1

46 Ｃ 7-23 5月5日 書状（斎藤領助者武州忍の城下出生のよし、当家再興の其ひ） 兵部 出浦要人 状 1

46 Ｃ 7-24-1 村上兵部書成 浅草八軒寺町東陽寺 出浦要人 封筒 1

46 Ｃ 7-24-2 3月7日
書状（飯嶋新左衛門善光寺参詣其地皆々無異、西澤民右衛門出
府）

兵部 出浦正左衛門 状 1

46 Ｃ 7-24-3 5月7日 書状（毛利殿番頭役近藤左傳太、志願之叓をも頼候處） 兵部 出浦要人 状 1

46 Ｃ 7-24-4 6月1日 （上州安中藩士朝陽顕蔵当時松井田ニ寓居） 状 2 他封筒

46 Ｃ 7-25 11月15日 書状（出浦正左衛門編輯いたし合戦記初巻出来） 村上兵部 中村六左衛門 状 1

46 Ｃ 7-26 11月7日 書状（今度出金いたしくれ、武器講と唱　他） 兵部
西沢□左衛門、民右衛門、清左
衛門、忠左衛門外4人

状 1 破損大

46 Ｃ 7-27 8月10日 書状（先祖羽林公時代戸石上田原合戦之暦代先祖之姓名等） 清野半右衛門満富 村上兵部 状 1

46 Ｃ 7-28 11月22日 書状（内山氏エも折々御出） 清野半右衛門満富 村上兵部 状 1
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46 Ｃ 7-29 12月15日 書状 中沢五郎左衛門 村上兵部 状 1

46 Ｃ 8-1 11月19日 （箱） 村上兵部徒士、瀧沢文蔵 箱 1

46 Ｃ 8-2 9月15日 書状（義国様御機嫌能、権現様御宮修復料之叓） 瀧澤九内、滝澤文太
出浦正左衛門要人、瀧澤八郎右
衛門

状 1

46 Ｃ 8-3 9月15日 書状（小見山式部先祖四ノ宮一品兵部卿親王様エ附添） 瀧澤九内 出浦要人 状 1

46 Ｃ 8-4 1月7日
書状（国清様南方御陣留書うつし、旧臣の面々名前書付天福寺
本尊）

瀧澤国宗 出浦正左衛門、要人、権蔵 状 1

46 Ｃ 8-5-1 包紙 村上兵部家臣瀧沢宮内 出浦要人 包紙 1

46 Ｃ 8-5-2 12月18日 書状（宮様の御扶助頂戴武辺之御沙汰も天命を待のみ） 兵部 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｃ 8-5-3 9月28日
書状（我等儀本郷山田助次地内引移り、例年通引抜そは弐三
升）

兵部 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｃ 8-6 12月4日 覚（軽尻馬壱疋村上山満泉寺まて差遣継送） 村上兵部内瀧沢九内
板橋宿より坂城駅まで宿々問屋
年寄中

状 1 包紙付

46 Ｃ 8-7-1 （包紙） 東都小川町村上兵部家士、瀧澤文蔵 出浦正左衛門 包紙 1

46 Ｃ 8-7-2 3月17日
書状（中之条役所より其方由緒尋、我身持之事も尋来春いつ頃
出府）

兵部 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｃ 8-7-3 5月10日 書状（其地逗留中深切ニ、佐久エ立寄陣屋始一類四五人面談） 兵部 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｃ 8-8 7月15日
書状（満泉寺末長昌寺旦中争論むしかしき事なし、川中島五戦
記）

兵部 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｃ 8-9 6月14日 書状 清野半右衛門 村上兵部 状 1

46 Ｃ 8-10 9月15日 書状（日瀧寺殿弐百五拾年遠忌霜月朔日於満泉寺御修行） 瀧澤公安、赤池万蔵嘉 小宮山隼人、出浦正左衛門 状 1

46 Ｃ 8-11 （包紙） 瀧澤宮内、瀧澤文蔵、瀧澤鉄次 出浦正左衛門要人 包紙 6

46 Ｃ 8-12 文化9年1月25日 書状（手当五人扶持差遣、以後年々無相違可令扶持） 義處 出浦正左衛門 状 1

46 Ｃ 8-13 3月28日
書状（今月5日江戸出立中仙道上京、西沢民右衛門召連、来四
月十日前日就出立）

義處 出浦正左衛門 状 1

46 Ｃ 8-14 文政12年9月10日 書状（我等公儀エ金子入用二拾両其方ヲ頼申入） 義處 田澤政之丞 状 1

46 Ｃ 8-15 享和3年3月 書状（玄祖父村上左馬助御目見之節従者等之儀御届） 村上左馬助 立花出雲守 状 1 名代屋代求馬
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46 Ｃ 8-16 11月15日 書状（神祖御書翰拝覧令返却候） 應昭 村上左馬助 状 1

46 Ｃ 8-17 7月3日
書状（瀧沢文吉当地差立京都エ四宮の神主、栗田大学善光寺近
在ニ）

村上源五 出浦正左衛門要人、権蔵 状 1

46 Ｃ 8-18 8月朔日
書状（満泉院等分限帳、先年正左衛門類焼之切焼失、柏原宿中
村六右衛門）

村上源五 出浦正左衛門、瀧沢八郎右衛門 状 1

46 Ｃ 8-19 8月18日
書状（満泉寺へ要人代参、上杉家ゟ合力受度旨、千代系図之
事）

村上源五 出浦正左衛門要人、権蔵 状 1

46 Ｃ 8-20 3月朔日 書状（手始之寿悦） 村上源五義国 出浦正左衛門要人、権蔵 状 1

46 Ｃ 8-21 3月7日 書状（権現様正一位、岩や観音堂守老僧幷戸右衛門エ宜敷） 村上源五 出浦要人、権蔵 状 1

46 Ｃ 8-22 11月24日 書状（瀧沢甚五郎忰召出侍ニ、四之宮大明神義清公御廟取懸） 村上源五 出浦要人、権蔵 状 1

46 Ｃ 8-23 1月28日
書状（旧冬あたこの下エ罷越当月十日類焼、正左衛門替る叓も
哉）

源吾 出浦要人 状 1

46 Ｃ 8-24 7月11日 書状（更級郡塩田（崎）郷四宮大明神由緒早便被申越） 村上源五郎 出浦正左衛門 状 1

46 Ｃ 8-25-1 （包紙） 江戸駿河台ゟ村上源五郎 出浦正左衛門 包紙 1

46 Ｃ 8-25-2 1月16日 御口上手扣（當家代々御報愁灌頂修行御用途之儀御聞済） 御室御所御使村上帯刀 状 1

46 Ｃ 8-25-3 1月27日
書状（別紙、出府何ゟ悦、江戸見物者浅草ゟ本所辺丸之内、夫
ゟ）

江戸より 出浦正左衛門 状 1

46 Ｃ 8-26 3月7日
書状（いまだ帰府之様子も不知、満泉寺へ一札、山浦之事尋古
志郡一両日）

村上源五郎 出浦正左衛門要人、権蔵 状 1

46 Ｃ 8-27 7月14日 書状 源五郎 只［　　　］様 状 1

46 Ｃ 8-28 3月11日 書状（御礼致披見改年之御慶） 村上源之進 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｃ 8-29-1 （包紙） 坂木村出浦正左衛門 水戸村上源五郎様御用人中 包紙 1

46 Ｃ 8-29-2 3月19日 書状（此度古木キ書物手前之累系差上御覧被成下） 坂木村出浦正左衛門 水戸村上源五郎様御用人中 状 1

46 Ｃ 8-29-3 3月19日 書状（遠方之儀故書翰等も不差上、此度村上左馬之助義御尋） 坂木村出浦正左衛門 水府村上源五郎様御用人中 状 1

46 Ｃ 8-30 4月24日 書状（委細者清四郎方ゟ申遣） 村上勝次郎高虎 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｃ 8-31 5月19日 書状（水戸御屋敷小石川大河内源六様内栗林弥十郎方） 村上勝次郎内廣木文之助 出浦正左衛門要人 状 1
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46 Ｃ 8-32 4月4日
書状（江戸表小石川御屋敷大河内源六方まで御名宛ニ而御出
し）

水戸村上勝次郎内栗林清四郎 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｃ 8-33 4月15日 書状（殿様御機嫌御父様壱ヶ年以前ニ御死去被遊） 出浦正左衛門 村上勝治良 状 1

46 Ｃ 8-34 12月15日 書状（兵部様於江戸表御家名再興之御願、御直書も） 出浦正左衛門要人、瀧沢宮内 村上勝治良 状 1

46 Ｃ 8-35 5月7日 書状（去年中年始御祝詞遅滞候哉未御達不被下） 出浦要人国秀、正左衛門清命 村上勝治良 状 1

46 Ｃ 8-36 6月17日 書状（同苗何茂別条無之） 村上鉄平、国興 出浦正左衛門 状 1

46 Ｃ 8-37 閏1月13日 書状（同苗） 村上鉄平、国興 出浦正左衛門 状 1

46 Ｃ 8-38 7月21日
書状（日瀧寺様弐百五十年忌相当り、満泉寺様三百年忌一日
に）

兵部 出浦正左衛門 状 1

46 Ｃ 8-39 11月11日
書状（今度羽林公御忌下向いたし候　出浦弁蔵等エ申合、来正
月出府）

兵部 出浦正左衛門 状 1

46 Ｃ 8-40 1月29日 書状（当用） 村上兵部 状 1

46 Ｃ 8-41 3月1日
書状（我祈願状代参要人、村上四宮大明神、坂城諏訪大明神、
三公大権現）

村源五 出浦要人 状 1

46 Ｃ 8-42 6月15日 書状（先年右京様其地ニ住居、要人妻、三公様御宮修復料） 源吾 出浦要人 状 1

46 Ｃ 8-43 7月28日
書状（此地出立前預置し井上氏ゟ之直書、三通西澤和左衛門
エ）

冠山 出浦正左衛門 状 1

46 Ｃ 8-44 1月6日 書状（新春祝儀、左馬助様御内願之一条） 井上帯刀正應 村冠山様御請 状 1

46 Ｃ 8-45 4月14日 書状（兄左金吾此度松前表ゟ此地被越候積） 村上源之進 出浦要人 状 1

46 Ｃ 8-46 丑11月1日 書状（今般軍学御撰ニ付箱館御陣屋住居発足来春三月上旬） 左金吾 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｃ 8-47 12月7日 書状（先年私家来其地家系取調左馬助様御身分） 井上帯刀正應 村冠山様御請 状 1

46 Ｃ 8-48 8月20日
書状（上京今しばらく見合全快次第、出浦次郎兵衛其方宅エ
参）

帯刀 出浦正左衛門 状 1

46 Ｃ 8-49 申1月17日 書状（御室御所様御願御聞済） 村上帯刀 状 1

46 Ｃ 8-50 覚（賃馬壱疋出府宿々人馬御定之賃銭請取継送）
御室御所村上帯刀内出浦正左衛門、山田与
右衛門

信州坂木宿より中仙道通江戸迠
右宿々問屋年寄中

状 1 包紙付

46 Ｃ 8-51 3月4日
書状（御知行村々へ御飯米代、村方ニ而出来かたき旨村役人呼
出）

村上義處 中沢 状 1 中沢氏へ送る書翰之写
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46 Ｃ 8-52 1月7日 書状（新春之御吉） 出浦要人 村上兵部 状 1

46 Ｃ 8-53-1 （包紙） 溝口伊織 村上源五郎様用番 包紙 1

46 Ｃ 8-53-2 系図（滋野氏之始也、海野小太郎～真田信弘） 状 1

46 Ｃ 9 安永9年5月 差出し申内済引請證文之事（林蔵と申者御息女を盗取一件） 圓八、傳之丞、伴七、新六、藤兵衛 庄左衛門 状 1

46 Ｃ 10 文政5年6月5日 （其方先祖西沢図書事） 義處 西澤民左衛門、和左衛門 状 1

46 Ｃ 11 （小宮山村、御前小路、水出、横町32人名面） 状 1

46 Ｃ 12 寛政 （網掛村々神主者京ゟ御供之御近臣宮崎修理太夫ハ） 小宮山式部太夫 状 1

46 Ｃ 13 御尋ニ付申上候（盛清親王泉口村ニ御所作之由、小宮山侍従） 状 1

46 Ｄ 1-1 7月23日 書状（残暑八月中新菱麦出来時分御歩行も難成要人様御出） 出浦陣蔵方充 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 1-2 閏1月6日 書状（新春之御吉慶当表拙家無異儀嘉年仕） 出浦陣蔵方充 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 1-3 3月25日
書状（当方無異儀嘉年、去冬中忰勘右衛門中之条御用ニ、村上
兵部様御事）

出浦陣蔵方充 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 1-4 11月13日 書状（去ル冬中御親父様御死去驚入、江戸表村上何某一件） 出浦陣蔵方充 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 2-1-1 6月28日 書状（佐久樋口村ゟ） 村上家旧士出浦辯蔵 出浦正左衛門 包紙 1

46 Ｄ 2-1-2 6月28日 書状（御先君御法會参上仕御馳走、越国酒井氏之方へ） 出浦辯蔵金龍 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 2-2 2月23日 書状（此度弥惣左衛門御出、親陳蔵事去年十月中死去） 出浦辯蔵金龍 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 2-3 7月8日 書状（此節商ひ仕候盆ヘ差掛り罷出無成、当春先君様御年會） 出浦弁蔵 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 2-4 6月17日 書状（四月中村上公御馬被向、荒屋エ立寄、拙病気故延引） 同陣蔵 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 3 9月3日 書状（出浦甚蔵去秋行基十月十八日死去） 出浦治兵衛、弥清 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 4-1 5月7日
書状（御廟所石燈籠立置墓参之砌、前山傳兵衛義清公御家来
哉）

村上源五郎家老廣木文之衛門 出浦正左衛門 横帳 1

46 Ｄ 4-2 丑3月5日
書状（當十一ヶ年以前六月中先君高重公死去、満泉寺様へも通
達）

村上勝次郎内廣木文之衛門信光 出浦正左衛門 横帳 1
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46 Ｄ 4-3 酉3月18日 書状（上京御座候得者其地エ墓参、天田清六坂田文平エ書状） 水戸村上源五郎家老廣木文之衛門高廣 出浦正左衛門 横帳 1

46 Ｄ 4-4 3月25日 書状（御廟所石燈籠墓参之前ニ御建立度、其元御定紋居屋鋪） 水戸村上源五郎家老廣木文之衛門高廣 出浦正左衛門 横帳 1

46 Ｄ 4-5 3月25日
書状（葛尾城古跡之内ニ天王社殿様信心札守、そば種無心申
度）

廣木文之衛門 出浦正左衛門 横帳 1

46 Ｄ 4-6 酉3月18日
書状（村上之御家頼筋督筋得ト糺シ早々可被仰下候　名、田畑
他）

廣木文之衛門 出浦正左衛門 状 1 児玉氏見合せ

46 Ｄ 4-7 3月29日 書状（別翰のげのり水府之名産進入軽微之至） 廣木文之衛門高廣 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 4-8 丑7月10日 書状（当殿様思召ニ、此方御傳書等相改御先祖顕清公ゟ） 廣木丈右衛門 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 5-1 3月2日
書状（小宮山大内蔵方ヘハ宮崎左近ゟ四宮之神職名前失念、御
判物）

小嶋五郎蔵 出浦正左衛門要人 縦帳 1

46 Ｄ 5-2 7月15日
書状（飯嶋新左衛門相越、当君満足、当三月中申遣書状、今般
差遣）

小嶋五郎蔵 出浦正左衛門要人 縦帳 1

46 Ｄ 5-3-1 （包紙）
江戸旅宿北八丁堀弐丁目御室御所御役所内
小嶋五郎蔵

村上帯刀内出浦正左衛門 包紙 1

46 Ｄ 5-3-2 2月20日
書状（殿様発足来月五日佐久出浦氏西沢氏エも此段懸合、木曽
通行）

小嶋五郎蔵 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 5-4-1 （包紙） 御室御所御用所小嶋五郎蔵 村上帯刀内出浦正左衛門 包紙 1

46 Ｄ 5-4-2 2月29日 書状（先便西沢民右衛門殿エ途中出迎軽井沢宿ニて御目通） 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 5-5-1 （包紙）
江戸本所柳原弐丁目加賀屋平吉方ゟ出ス
小嶋五郎蔵

村上兵部内出浦正左衛門 包紙 1

46 Ｄ 5-5-2 12月25日 書状（奥方様今月七日御安産） 仁科孔平 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 5-5-3
書状（殿様兵部様与御改名、殿様下向来春二月中、更級八幡宮
エも）

状 1

46 Ｄ 5-6 9月12日 書状（殿様在府、当月中御上洛御用済之程） 小嶋五郎蔵 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 5-7 6月8日
書状（當君御室御所今般為召御近習被為仰付、御納戸御取調
役）

小嶋五郎蔵 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 5-8 9月24日
書状（殿様御機嫌、今般貸付金エ加入、小森沢村市左衛門申
者）

小嶋五郎蔵 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 5-9 11月17日
書状（西沢民左衛門エも御出府可然、陣蔵殿子息内壱人御召
出）

小嶋五郎蔵 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 5-10 1月7日 書状（改年之御吉慶、當君御機嫌能） 小嶋五郎蔵虎忠 出浦正左衛門要人 状 1
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46 Ｄ 5-11 11月20日 書状（私儀今般被召出） 小嶋五郎蔵虎忠 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｄ 5-12 9月10日 書状（奥方様、去ル六日夘上刻御死去、東陽寺エ） 小嶋五郎蔵、飯嶋新左衛門 出浦正左衛門 状 2 断片1

46 Ｄ 6-1-1 （包紙） 西澤庄兵衛 出浦正左衛門 包紙 1

46 Ｄ 6-1-2 12月21日 書状（去頃御馳走、小布施喜右衛門エ尋新保村者一向無之） 西澤庄兵衛、民右衛門 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 6-1-3 4月10日 書状（殿様御機嫌御帰館之砌御伺農事最中延引） 西澤清兵衛、西澤庄兵衛 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 6-1-4 1月2日 書状（目出度） 酒井内蔵助 出浦正左衛門 状 1 包紙付

46 Ｄ 6-2-1 （包紙） 新保村西沢庄兵衛 出浦正左衛門 包紙 1

46 Ｄ 6-2-2 10月4日
書状（日瀧寺殿様二百五十回忌十一月朔日村上山ニ而勤行参
勤）

西沢庄兵衛、民右衛門 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 6-3 書状（別紙御普代連名帳奉拝見候） 西沢庄兵衛 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 6-4 9月29日
書状（殿様御機嫌、京都伏見院エ御入勤役、私共村中野支配
ニ）

西沢庄兵衛、民右衛門 出浦正左衛門 状 1 包紙付

46 Ｄ 6-5 2月28日 書状（庄兵衛忰御参宮仕、村上帯刀様御在宿御尋） 西沢庄兵衛、民右衛門 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 6-6 7月13日 書状（殿様若殿様御機嫌、今度出浦弁蔵御前様ニ御目掛り度） 西沢庄兵衛、民右衛門、七左衛門 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 6-7-1 用事 新保村西沢民右衛門 出浦正左衛門 包紙 1

46 Ｄ 6-7-2 10月11日 書状（去頃御馳走、越後国山野村酒井殿道法飯山ゟ十六里） 西沢民右衛門 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 6-8-1 （包紙） 新保村西沢民右衛門 出浦正左衛門 包紙 1

46 Ｄ 6-8-2 1月14日 書状（新春御慶、村上帯刀様御上京未タ、下向之節ハ私方迠） 西沢民右衛門 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 6-9-1 （包紙） 新保村西沢民右衛門 出浦正左衛門 包紙 1

46 Ｄ 6-9-2 11月8日 書状（私義来春江戸表罷越、御普請手傳相頼度） 西沢民右衛門 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 6-10 8月14日
書状（井上帯刀様ゟ左馬助様エ御状三通、同名一同冠山公エ御
願）

西沢民右衛門 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 6-11 2月12日 書状（越後山谷村酒井内蔵之助殿へ御差通、出勤之節御裏書） 西沢民右衛門 出浦正左衛門 状 1
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46 Ｄ 6-12 7月7日 書状（御室御所於御奉書頂戴、去頃者御馳走） 西沢民右衛門 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 6-13 10月21日 書状（清左衛門其地エ書翰差上、普請手傳願度） 西沢民右衛門 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 6-14-1 貴下 西沢民右衛門 出浦正左衛門 包紙 1

46 Ｄ 6-14-2 閏11月11日 書状（二月御書翰以来無之安心ならす、何卒幸便御知セ） 西沢民右衛門 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 6-14-3 （私親父十月下旬ゟ病気、霜月四日死去） 断片 1

46 Ｄ 7-1-1 （包紙） 酒井内蔵助 出浦正左衛門 包紙 1

46 Ｄ 7-1-2 書状（御両名御法回修行、村上兵部様より御沙汰御焼香） 酒井内蔵助 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 7-1-3 書状（追啓　代人参上御焼香出席） 酒井内蔵助 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 7-2-1 （包紙） 酒井内蔵助 出浦正左衛門 包紙 1

46 Ｄ 7-2-2 1月2日 書状（御真慶） 酒井内蔵助 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 7-3 3月12日 書状（御法回出席之義、兵部卿奉持満泉寺様） 酒井内蔵助 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 7-4 6月17日 書状（御亡父正左衛門様編輯之川中島御戦記出版） 酒井内蔵助 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 7-5 4月15日 書状（御地旧士方之内いまた難相分別紙書抜五枚差遣） 酒井内蔵助、屋代善太夫、村山藤右衛門
出浦正左衛門、小野澤六左衛
門、橋爪磯五郎

状 1

46 Ｄ 7-6 4月1日 書状（御旧臣同士之当方御相談被下度） 酒井忠之進 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 7-7 9月22日 書状（頚城郡松野山温泉へ懸り柏崎陣屋ゟ当二日帰郷） 酒井忠之進 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 8-1-1 8月28日 （包紙） 善光寺上原文路兵衛 出浦正左衛門 包紙 1

46 Ｄ 8-1-2 書状（御母上様皆々様珍重） 松代ニ而上原権右衛門 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 8-2 2月7日 書状（彦左衛門殿ゟも御紙面之趣、井上五郎左衛門様事委細） 上原文路兵衛
小宮山隼人、出浦正左衛門、竹
鼻彦左衛門

状 1

46 Ｄ 8-3 4月2日 書状（左馬助御内願之手續、井上様御隠居儀内願） 上原文路兵衛 出浦七左衛門 状 1

46 Ｄ 8-4 書状（村上様御事も新橋引拂御願一条之義） 井上帯刀内上原文路兵衛 出浦正左衛門 状 1
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46 Ｄ 8-5 11月3日 書状（武丸様御大病、小宮山、竹鼻へも宜敷頼入） 上原文路兵衛 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 9-1-1 （包紙） 広田筑後 出浦正左衛門 包紙 1

46 Ｄ 9-1-2 9月 書状（御祈祷御抜大麻進上） 広田筑後正方 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 9-2-1 （包紙） 広田筑後 出浦正左衛門 包紙 1

46 Ｄ 9-2-2 9月 書状（御祈祷御抜大麻進上） 広田筑後正方 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 9-3 9月 書状（御祈祷御抜大麻進上） 広田筑後正方 出浦正左衛門 状 3

46 Ｄ 10-1-1 （包紙） 斎藤領助 出浦要人 包紙 1

46 Ｄ 10-1-2 6月3日 書状（左金吾様其御地御着之趣） 斎藤領助 出浦要人 状 1

46 Ｄ 10-2 5月17日 書状（十四日内山御本家七兵衛殿エ御同性勝五郎殿御同道） 領助 正左衛門、要人 状 1

46 Ｄ 10-3 6月3日 書状（村左金吾様松前表ゟ其地エ御越之由承知） 松前［　　］内斎藤領助 出浦要人 状 1

46 Ｄ 10-4 5月13日 書状（兵部君御地エ御下向御目通、御旗本様方エ御尋） 斎藤領助政周 出浦正左衛門、要人、林源蔵 状 1

46 Ｄ 10-5 5月7日 書状（然は今日石川次兵衛方ヘ参上御書付写相渡し） 斎藤領助 村兵部 状 1

46 Ｄ 10-6 4月 書状（上下御帷子地等何共傷入、近年困窮兵部身上之手当も） 林源蔵、出浦要人、正左衛門 斎藤領助 状 1

46 Ｄ 10-7 10月 書状（当君御下向ニ付恐悦、正左衛門儀も及老衰候得ハ） 斎藤領助 状 1

46 Ｄ 11-1-1 文政2年1月19日 （包紙） 丹州笹山家中我妻奥右衛門 出浦正左衛門 包紙 1

46 Ｄ 11-1-2 4月11日 書状（明後十三日京都出立、廿一日岩村田泊之積） 帯刀 出浦正左衛門、西沢民右衛門 状 1

46 Ｄ 11-2 1月19日 書状（村上義清君塚所其地ニ今度江戸勤番其刻参詣致度） 我妻奥右衛門助寵 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 11-3-1 （包紙） 村上左馬助内吾妻将監、小嶋五郎蔵 出浦御老母内御所沢之要之助 包紙 1

46 Ｄ 11-3-2 10月9日 書状（庄右衛門奉公先ニて及口論退散、文政より内談有） 吾妻将監、小嶋五郎蔵 要之助、磯五郎、万助 状 1

46 Ｄ 11-4-1 （包紙） 村上兵部内吾妻将監、出浦弁蔵
北越山谷酒井内蔵助、村山藤右
衛門

包紙 1
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46 Ｄ 11-4-2 9月16日
書状（出浦正左衛門御供ニ而其地御下向之節、長岡藩雨宮屋代
氏）

出浦辯蔵、西沢七左衛門、雨宮牧人、小野
澤六左衛門、吾妻将監

酒井内蔵助、村山藤右衛門 状 1

46 Ｄ 12-1 2月8日 書状（佐竹様産物方御用達大坂屋厳助と申仁、満泉寺エ一封） 落合兵左衛門 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 12-2 1月20日
書状（井上帯刀様ゟ御直書御家御再興之所、壱両人坂木迠出
迎）

落合兵左衛門、上原文路兵衛
吾妻将監、出浦正左衛門、小野
沢六左衛門外12人

状 1

46 Ｄ 12-3 2月 書状（拙者共村上家内願之手續去春以来厚心添） 出浦正左衛門、弁蔵、源左衛門 落合兵左衛門 状 1 破損

46 Ｄ 13-1-1 （包紙） 石川治兵衛 出浦正左衛門 包紙 1

46 Ｄ 13-1-2 3月16日 書状（今般村上公御帰村御面會万端御承知） 石川治兵衛安昔 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 13-2 5月4日 書状（村上様ヘも御會之節宜様奉望候） 石川治兵衛 斎藤領助 状 1

46 Ｄ 14-1 2月11日 書状（當君様武運長久之祈祷当所石尊社於宝蔵） 飯野庄兵衛 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 14-2 2月16日 書状（御三公之御法名致頂戴、写被下度懸物面之内ニ貴殿名） 飯野庄兵衛 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 15-1 先触・覚（人足三人明十六日江戸發信州坂木まで） 村上兵部内飯嶋新左衛門
上板橋宿より坂木迠右宿々問屋
年寄衆中

状 1 包紙付

46 Ｄ 15-2 11月1日 書状（当君御義依軍学御撰新規蝦夷地御用） 飯嶋新左衛門處房 出浦正左衛門要人 状 1

46 Ｄ 16-1-1 （包紙） 植崎九八郎 包紙 1

46 Ｄ 16-1-2 7月15日 書状（心願之一件何卒御本意御達候様） 斎藤領助 出浦正左衛門要人、林源蔵 状 1

46 Ｄ 16-2 1月17日 書状（村上兵部殿旧冬ゟ寸出者方ニ滞留） 植崎九八郎 林源蔵、出浦要人、正左衛門 状 1

46 Ｄ 17-1-1 （包紙） 京都二條城内清野半右衛門 出浦要人 包紙 1

46 Ｄ 17-1-2 8月10日 （包紙） 清野半右衛門満富 出浦要人 状 1

46 Ｄ 17-2 3月11日 書状（去年中村上氏取續之儀） 高［　　］ 清半右衛門 状 1

46 Ｄ 17-3 （清野氏系図） 状 1

46 Ｄ 18-1 2月23日 書状（玄久院三拾五日御相当ニ付松ゟ宜申上） 関野平太夫 村上公様御取次中 状 1
玄久院ハ中沢彦次郎母也、寛政
12年1月10日病死

46 Ｄ 18-2 4月26日 書状（五郎左衛門様一昨廿四日無滞被致着候） 中沢五郎左衛門内関野平太夫 村上大君様御取次中 状 1
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46 Ｄ 19-1 11月9日
書状（加州村上鉄平殿今般関東拙寺方可申入旨当月二日金沢
出）

満泉寺 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 19-2 8月24日 書状（甲越五戦記御かり申度） 村上山納所 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 19-3-1 （包紙） 信州坂木駅満泉寺 江戸村上兵部様御取次中 包紙 1

46 Ｄ 19-3-2 3月19日 書状（當十七日御先君御年回御差支ニ付御下向茂無之） 村上山満泉寺良長 村上兵部様御内取次中 状 1

46 Ｄ 20-1 4月4日 書状（先刻者御馳走ニ罷成、御取繾奉希候） 小宮山大内蔵 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 20-2 享和2年 乾御尋口上書を以申上候（村上兵部儀者私共旧主左少将）
坂城神社神職、小宮山大内蔵、旧臣正左衛
門、同断源蔵

中之条御役所 状 1 奥書満泉寺

46 Ｄ 21 1月晦日 書状（貴札拝見年頭為御挨拶、江戸表エ之書状之義） 和合院宥順 出浦要人 状 1

46 Ｄ 22 2月26日 書状（当国三ツ目之為御祝儀樽肴致進上） 柳沢勇右衛門清方 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 23 1月15日 書状（義国君御機嫌能、当君者去秋中御下向之節御世話ニ） 瀧沢鉄次国俊 出浦要人 状 1

46 Ｄ 24 2月2日 書状（江戸ゟ兵部様御手紙被下、且又倉橋次郎兵衛様エ書状） 中村六左衛門 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 25 18日 書状（信州表ゟ御旧士様御出府被成候由ニ付） 岩崎政八 出浦正左衛門 状 1 包紙入

46 Ｄ 26 1月1日 書状（春肇之御慶） 林多五右衛門 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 27 5月13日 書状（昨日罷出候節、帯刀方へ為合目録） 鈴木忠兵衛 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 28 1月25日 書状（新年之御慶、上田之家内） 山越清筑 出浦正左衛門、出浦清作 状 1

46 Ｄ 29 2月
覚（中澤久兵衛、良右衛門、政右衛門、斧右衛門、西沢善之
丞、鈴木長左衛門、上塩尻山崎治助外4人）

中沢利兵衛 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 30-1 1月28日
書状（新年之御吉慶、御上京之義多分二月中旬、奥方様御再
縁）

小原忠蔵 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 30-2 3月5日 書状（江戸表御留守若殿様御機嫌、御先祖御代参御満足） 京都御供先小原忠蔵 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 30-3 2月8日 書状（殿様御発足当月中旬御旅館本所山田伊右衛門様） 忠蔵 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 31 2月26日 書状（先月御祝儀当日之為御祝儀御受納可被下） 久衛 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 32 2月26日 書状（今般要作様御婚姻御整御祝儀食籠進上） 松田織部直泰 出浦正左衛門 状 1
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46 Ｄ 33-1 （包紙） 佐久従樋口村出浦陣蔵 出浦正左衛門 包紙 1

46 Ｄ 33-2 12月15日 書状（忰共御麁末之至、先祖之開基被致候神社等も参詣） 出浦陣蔵方充 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 34 1月19日 書状要用（去丑年中書状相認） 丈衛門 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 35 丑1月 書状（先祖旧臣之叓ニ付此度改名要人ハ清秀、権蔵ハ清長与） 惟清 出浦要人、出浦権蔵 状 1

46 Ｄ 36 10月11日 書状（江戸表村上君御吉事恐悦、野父病気打伏） 出浦弁蔵 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 37 10月27日 口上（於小森沢村市左衛門御尋一向聞及不申） 川中島戸部村初右衛門 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 38 9月7日 書状（今般兵部君御帰邑ニ付御当地之様子内山様清野様） 斎藤領助 出浦正左衛門要人、林源蔵 状 1

46 Ｄ 39 8月13日 書状（上平乃永井弥五兵衛エ預置候賣先を相尋） 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 40 書状（御下向の車四月中頃書候へとも相のび） 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 41 2月2日 書状（今月六日出立之積、酒井内蔵先参） 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 42 2月18日 書状（来月朔日出立之積、出浦弁蔵方エも申遣） 出浦正左衛門 状 1

46 Ｄ 43 7月 書状（御室御所結構豪仰） 出浦正左衛門 断片 1

46 Ｄ 44-1 6月7日 書状（当御屋敷手当等薄、小宮山隼人様御承知） 庄右衛門事出浦要輔 御老母様 状 1

46 Ｄ 44-2 5月6日 書状（義国様御機嫌、上野ゟ御様子、若林文治与申者不届） 出浦正左衛門要人 村上兵部 状 1

46 Ｄ 44-3 1月4日 書状（新春之御吉慶、当君御機嫌） 出浦正左衛門要人、村之助 村上兵部御近侍中 状 1

46 Ｄ 44-4 4月20日 書状（兵部儀御懇厚物語御祝筆紙ニ難奉申上） 出浦正左衛門要人、林源蔵 内山勝五郎様御用人中外 状 1

46 Ｄ 44-5 10月1日 書状（今般兵部下向之節も御世話御物語も被申） 出浦要人、正左衛門 密蔵院 状 1

46 Ｄ 44-6 11月 書状（兵部方ニ而新判被申付合戦記書料之義） 出浦正左衛門要人 森山源五郎様御用人中 状 1

46 Ｄ 44-7 書状（日瀧寺殿二百五十年御忌今年十月中御法養申上度） 出浦正左衛門、満泉寺 内山様御用人 状 1

46 Ｄ 44-8 子7月17日 書状（問屋佐忠治殿ゟ越前様御家中小宮山傳七御尋） 出浦正左衛門 小宮山傳七 状 1
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46 Ｄ 44-9 11月15日 書状（道中御機嫌能、其節御法事） 出浦正左衛門 村上鉄平御近中 状 1

46 Ｄ 44-10 3月18日
書状（村上左金吾方ゟ御書も不被成下、箱館御用江府御還り候
哉）

出浦正左衛門 清野半右衛門御近侍中 状 1

46 Ｄ 44-11 3月19日 書状（殿様御機嫌系図書抜差上、書翰差上不申） 出浦正左衛門 村上左馬之助様御用人中 状 1

46 Ｄ 44-12 11月 書状（村上兵部義国御懇厚、冥加至極難有家名再興） 出浦正左衛門要人、林源蔵
中沢彦次郎、五郎左衛門御近侍
中

状 1

46 Ｄ 44-13-1 （包紙） 村上家故臣出浦正左衛門 金沢小立野村上八十吉 包紙 1

46 Ｄ 44-13-2 12月24日 書状（恭運房義、御頼之趣申談候義も出来） 小野田藤左衛門 村上兵部 状 1

46 Ｄ 44-14-1 （包紙） 村上家故臣出浦正左衛門 村上兵部徒士飯嶋新左衛門 包紙 1

46 Ｄ 44-14-2 6月28日 書状（大暑之砌御機嫌、六左衛門大内蔵方エも差遣） 出浦正左衛門 村上兵部様御近侍中 状 1

46 Ｄ 44-14-3 6月28日 書状（別紙五戦記一部大内蔵方エ差遣、村上源之進様送） 出浦處忠 村上常君様御近中 状 1

46 Ｄ 44-15-1 （包紙） 従江戸出浦正左衛門
田沢政之丞、橋詰幸蔵、瀧沢奥
右衛門

包紙 1

46 Ｄ 44-15-2 1月5日 書状（御隠居様御機嫌、御嘉年目出度） 出浦正左衛門、小嶋五郎蔵
田沢政之丞、橋詰幸蔵、瀧沢奥
右衛門

状 1

46 Ｄ 44-15-3 書状（上原文路兵衛より及内談二月上旬御進達） 状 1

46 Ｄ 44-16 11月 書状（今般兵部方ニて新判被申付合戦之巻） 出浦正左衛門要人 内山七兵衛 状 1

46 Ｄ 44-17 4月10日 書状（村上兵部様下向貴家旧代御由緒も御尋も被成度） 出浦正左衛門要人 出浦半平 状 1

46 Ｄ 44-18 10月 書状（私共旧主嫡傳之子孫当代村上兵部儀奉豪御懸命） 出浦正左衛門要人、林源蔵 植崎九八郎様御近侍中 状 1

46 Ｄ 44-19 4月 書状（村上兵部儀心願之趣） 出浦正左衛門要人、坂田豊平 岡近江守御用人中 状 1

46 Ｄ 44-20 10月 書状（旧臣散在御地ニて御出會之御方様エ宜取執） 出浦正左衛門要人、林源蔵
中沢彦次郎様、五郎左衛門様御
近侍中

状 1

46 Ｄ 44-21 書状（私共旧主嫡傳之子孫当代村上兵部儀奉豪御懸命） 出浦正左衛門要人、林源蔵
植崎九八郎様、富永靭負様御用
人中

状 1

46 Ｄ 44-22 書状（村上兵部義国志願有之御地ニ蟄居罷在厚く世話） 出浦正左衛門要人、林源蔵 斎藤領助 状 1

46 Ｄ 44-23 8月1日 書状（義国君去年八月貴様御宅御休息の刻先祖ハ旧臣之事ニ） 出浦正左衛門要人、瀧沢九内 中村六右衛門 状 1
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46 Ｄ 44-24 4月 書状（左馬助内願之手續最上之御恩助も）
出浦七左衛門、林多五右衛門、片山筑後、
出浦正左衛門、吾妻将監

鈴木忠兵衛 状 1

46 Ｄ 44-25 3月25日 書状（先年正左衛門大病同人病死、村上羽林家之遺訓相守）
出浦正左衛門、香坂千代平、吾妻将監、酒
井忠之丞、楽巌寺

吾妻奥右衛門 状 1

46 Ｄ 44-26 4月20日
書状（殿様御病気全快、御廟所石燈籠墓参前ニ建立、天王社宮
地）

出浦正左衛門 廣木文之右衛門 横帳 1

46 Ｄ 44-27 2月24日 書状（御拝領物等被仰付難有拝領、父正左衛門儀も宜敷） 出浦要人 内山七兵衛様御用人中 状 1

46 Ｄ 44-28 書状（当年中之諸入用勘定合、尊君様御同伴之上諸勘定） 出浦要人 断片 1 後欠

46 Ｄ 44-29 丑10月13日 人足触（覚人足弐人京都出立中仙道通り江戸まで） 村上源五郎内出浦要人
東海道草津宿ゟ坂木町迄、夫ゟ
江戸迠

状 1 包紙付

46 Ｄ 45 12月8日 書状（先達而御用立置金子御無心申度候） 中之条村前澤庄吉 入横尾村宮下熊次郎 状 1

46 Ｄ 46 3月23日 書状（村上君を此方ゟ被差遣可申候） 桜井四郎右衛門、武井八百八 古屋長左衛門 状 1 屋代求馬近臣

46 Ｄ 47 10月24日 書状 あらや清左衛門 志満屋伊右衛門 状 1

46 Ｄ 48 8月3日 書状（治郎吉去七月中ゟ持病ニ付すくれ兼） 八城村治郎吉 ねつ之宿善之助 状 1

46 Ｄ 49 12月8日 書状（旦今生国ニ立返大慶綿入壱ツ相渡） 上州加右衛門 信州おきた 状 1

46 Ｄ 50 2月20日 書状（兵部心願之一条、旧臣等一同難有）
内田権蔵、出浦要人、瀧沢宮内、出浦正左
衛門

小野田藤左衛門 状 1

46 Ｄ 51 書状（内山和合院、吾妻仙妙院、小野沢太郎左衛門外15人） 新左衛門 正左衛門 状 1

46 Ｄ 52 4月24日
書状（左之通天田迚蔵之介、坂田加賀之介、春尾玄番、小林仲
右衛門外1人）

村上内清四郎 正左衛門 状 1

46 Ｄ 53 5月 書状 大政将監大江 左京進 状 1

46 Ｄ 54 戌12月15日 書状（村上新三郎先祖ハ村上右兵衛尉正清と申人の御舎弟） 断片 1 後欠

46 Ｄ 55 4月 覚（御祝儀竹内新之丞、橋詰幸蔵、瀧沢勇右衛門外8人） 横帳 1

46 Ｄ 56 酉4月5日 覚（清野右近是者何方エ罷越候哉相知レ不申候外12人） 出浦正左衛門 廣木文之右衛門 横帳 1

46 Ｄ 57 9月 書状（堀内主殿ト言御小姓頭被仰付他） 状 1

46 Ｄ 58 （右京義豊様の御母君様ハ大熊伯耆守娘と有之他） 断片 1
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46 Ｄ 59
（兵部入道高国公寶永年中水戸エ御入、義清公之御守本尊塩干
観音おさめ）

断片 1

46 Ｄ 60 （村上左少将故臣和田修理進盛近、往古歩卒頭として他） 断片 8

46 Ｄ 61 書状（改暦之御吉他） 断片 6

46 Ｄ 62 書状（鼡の八郎右衛門叓他） 断片 5

46 Ｄ 63 書状（新暦之御慶賀他） 断片 11

46 Ｄ 64 地図（境新田村） 断片 1 180x218

46 Ｄ 65 地図（正左衛門、弾右衛門他） 断片 1 250x280

46 Ｄ 66 （包紙） 廣木文之衛門外 出浦正左衛門外 包紙 8

46 Ｄ 67 （包紙） 小嶋五郎兵衛外 出浦正左衛門外 包紙 12

46 Ｄ 68 （包紙） 飯嶋新左衛門外 出浦正左衛門外 包紙 7

46 Ｄ 69 （封筒） 滝澤九内外 出浦正左衛門外 封筒 16

46 Ｄ 70 御状箱（信刕埴科郡葛尾古城跡坂木住） 出浦正左衛門 箱 1

46 Ｅ 1 宝永3年8月
覚（高弐百八石四斗五升、田畑辻、田方四口〆六町八反三歩
他）

弥五兵衛、利兵衛外1人 状 1

46 Ｅ 2 天明7年12月 借地證文之事（地代金弐分） 借地人兵八、請人平左衛門 八郎右衛門 状 1

46 Ｅ 3 寛政8年9月19日 （三州宝飯郡小泉村万平當年百九拾五才、長命之義御尋） 小泉村萬平 状 1

46 Ｅ 4 寛政11年3月 乍恐以書付御訴訟奉申上候（坂木宿と鼡新地旅籠出入り） 坂木宿惣代、年寄五兵衛、同徳兵衛外 相手鼡宿村 状 2

46 Ｅ 5 寛政12年3月 借用申金子之叓（字木之下壱畝拾五分　金子弐両三分） 借用主林蔵、請人勝右衛門 要作 状 1

46 Ｅ 6 寛政12年12月 借用申金子之叓（金弐両弐分） 鼡宿借主利七、受人新蔵 金井村茂吉 状 1

46 Ｅ 7 文化9年12月 覚（米八合清三郎分御年貢夫銭受取） 横尾村名主五郎兵衛 金井村権蔵 状 1

46 Ｅ 8 文化10年12月 借用申金子之事（金弐両三分） 借用主弥惣左衛門、受人五左衛門 忠七 状 1
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46 Ｅ 9 文化11年10月 御尋ニ付以書附ヲ奉申上候（呑水使水差支秀伯頼江戸表エ） 横尾村甚兵衛、三之丞、佐右衛門外3人 男谷彦四郎様中之条御役所 状 1

46 Ｅ 10 文化11年12月 覚（當戌御年貢諸夫銭請取） 名主滝右衛門 弥惣左衛門 状 1

46 Ｅ 11 文化11年12月27日
（横尾村ゟ金井村エ懸一件、源蔵病気ニ付正月十七日迠双方帰
村願）

中条源蔵代兼宿宇兵衛 男谷彦四郎様中之条御役所 状 1

46 Ｅ 12 文化12年8月
以口上書奉願候御事（鼡宿村泰助親重左衛門吟味筋、御赦免
願）

鼡宿村赤池万度嘉、新地村耕雲寺
職御奉行所、道橋御奉行所、御
目付御役所

状 2

46 Ｅ 13 文化11年1月15日 乍恐以書附奉願上候（宿義兵衛途中ニ而病差添なしニ而赦免） 横尾村医師秀伯、同所組頭弥惣左衛門 男谷彦四郎様御役所 状 1

46 Ｅ 14 文化12年5月 乍恐以書付ヲ奉願上候（新堰相仕立出入）
訴訟方横尾村六拾八人、小前惣代、医師秀
伯

男谷彦四郎様御役所 状 2 1枚断片

46 Ｅ 15 文化12年12月 取扱趣段（宮下堰新堰出入）
金井村小前惣代清三郎、役人惣代利右衛
門、牟礼村扱人五郎太夫

状 1

46 Ｅ 16 文化13年1月 差上申一札之御事（用心鉄炮壱挺持主鼡宿村泰助） 鼡宿村泰助 職御奉行所 状 2
奥書名主勇右衛門、組頭喜左衛
門、長百姓善之丞

46 Ｅ 17 文化13年7月8日
乍恐以書付御届奉申上候（播州岸田村太兵衛善光寺帰り昨七日
死去）

嘉傳次、利右衛門、弥惣左衛門外4人 男谷彦四郎様中之条御役所 状 1

46 Ｅ 18 文化13年8月17日 大々御神楽陳歌 状 1

46 Ｅ 19 文政2年12月18日 覚（耕雲寺奉賀金壱分内銀五匁請取） 名主伊兵衛 磯五郎 状 1

46 Ｅ 20 文政3年7月 おほへ（金壹両弐分受取他） 横尾村□光 西泉 状 1

46 Ｅ 21 文政2年2月 覚（〆四貫六拾弐文当夘御年貢御小役諸夫銭請取） 横尾村名主伊兵衛 七郎兵衛 状 1

46 Ｅ 22 文政4年4月22日
差出シ申一札之事（当村五郎兵衛御林立木伐取、村方訴道具貰
請）

茂助、組合傳四郎、同秀伯 御名主栄吉 状 1

46 Ｅ 23 文政5年11月 預り置年賦證文之事（金拾五両） 預り主幸蔵、請人弥惣左衛門 鼡宿善之丞 状 2

46 Ｅ 24 文政6年12月28日 覚（〆銭四百四十七文御年貢諸夫銭受取） 中之条村名主与五左衛門 入横尾村弥惣左衛門 状 1

46 Ｅ 25 文政7年12月 覚（〆六百八拾七文当申御年貢諸夫銭受取） 名主栄吉 幸蔵 状 1

46 Ｅ 26 文政7年12月 覚（〆銭六百三拾九文当申御年貢諸夫銭受取） 中之条村名主与五左衛門 弥惣左衛門 状 1

46 Ｅ 27 文政10年12月 質流譲渡申畑之事（金壱両弐分） 賣主幸蔵、受人弥左衛門 弥惣左衛門 状 1

46 Ｅ 28 文政10年12月 覚（〆金壱分弐朱弐百六拾弐文、亥御年貢国役夫銭受取） 名主九郎兵衛 幸蔵 状 1
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46 Ｅ 29 文政12年12月 覚（〆金壱分三百拾四文　当丑御年貢諸夫銭受取） 名主九郎兵衛 幸蔵 状 1

46 Ｅ 30 文政12年12月 借用申金子之事（金弐両） 借主幸蔵、受人文左衛門） 滝右衛門 状 1

46 Ｅ 31 文政12年12月 譲渡シ申田地之叓（鼡宿善之丞發起無尽金壱両弐分宛六會） 譲主幸蔵、受人滝右衛門外1人 弥惣左衛門 状 1
（裏面）譲渡シ申家屋敷之叓
（金子八両）

46 Ｅ 32 文政12年12月 乍恐以書附奉願上候（御林御拂小前之者エ者一向無沙汰） 惣代願人吉兵衛、四五右衛門 井上五郎左衛門中之条御役所 状 1

46 Ｅ 33 文政13年10月 奉願覚（三社大権現速素戔嗚神社与被成下置候様願上）
横尾村名主栄吉、組頭弥惣左衛門、百姓代
清助、神主小宮山近江

御本所様御役所 状 1 奥書坂城神社大宮司小宮山隼人

46 Ｅ 34 文政13年10月 乍恐以書附奉願上候（三社大権現旧称速素戔嗚神社与）
横尾村神主小宮山近江、名主栄吉、組頭弥
惣左衛門、百姓代清助

大原四郎右衛門様中之条御役所 状 1

46 Ｅ 35 文政13年10月 信濃國埴科郡横尾村鎮座速素戔嗚三社大権現）
横尾村名主栄吉、組頭弥惣左衛門、百姓代
清助、神主小宮山近江

御本所様御役所 状 1 社地幣殿拝殿産子他

46 Ｅ 36 天保5年12月 借用申金子之事（金三両三分） 借用主善重外4人 伊三郎 状 1

46 Ｅ 37 天保3年 口上覚（當山如来尊毎朝御開帳有之、諸勧化御停止） 信州善光寺如来尊念佛講中 状 1

46 Ｅ 38 天保4年12月 乍恐以書付御愁訴奉申上候（養子出入り） 入横尾村願人百姓喜藤次 蓑笠之助様中之条御役所 状 1

46 Ｅ 39 弘化4年3月17日 五ケ村山年貢書留覚（秋和、生塚、新町、西脇、鎌原） 状 1

46 Ｅ 40 嘉永7年2月15日 請取之事（國恩為冥加海岸御借之筋御用金） 鈴大太郎 横尾村百姓何右衛門 状 1

46 Ｅ 41 嘉永7年4月 質流譲渡申畑之事（金壱両壱分） 質流主金兵衛、受人幸蔵 要八 状 1

46 Ｅ 42 安政2年12月 覚（〆八百四拾四文、当夘御年貢国役夫銭請取） 名主滝右衛門 幸蔵 状 1

46 Ｅ 43 安政5年12月 覚（〆五百八拾九文、当午御年貢国役夫銭請取） 名主清七 長右衛門 状 1 破損

46 Ｅ 44 安政6年9月 （今般御開基村上様御遠忌御香料拝禮御満足） 村上山満泉寺役局 横尾橋詰幸蔵 状 1

46 Ｅ 45 明治10年3月 記（金七拾五銭格致學校學資トシテ寄附）
世話掛総代西澤九郎平、執事塚田善作、副
戸長柳澤與惣

横尾組橋詰幸蔵 状 1

46 Ｅ 46 借用申金子之事（金五両） 断片 1 後欠

46 Ｅ 47 乍恐以書付御届奉申上候（紀伊殿帰国中山道小田井岩村田宿） 断片 1 後欠

46 Ｅ 48 巳7月 覚（受取） 阿波義助 幸蔵 断片 1
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46 Ｅ 49 酉12月 記（壱円六十六銭） 松葉屋七郎右衛門 入横尾久五郎 断片 1

46 Ｅ 50 戌12月27日 覚（畑代金田方籾代預り） 五郎兵衛 幸蔵 状 1

46 Ｅ 51 午12月 覚（籾壱表代壱分百八十弐文受取） 五郎兵衛 幸蔵 状 1

46 Ｅ 52 寅12月29日 当寅御年貢辻（銭三百六拾七文相済） 中之条村名主嘉十郎 横尾村磯五郎 状 1

46 Ｅ 53 寅12月24日 覚（五百七十四文当寅御年貢相済） 中之条村和四郎 観音村弥惣左衛門 状 1

46 Ｅ 54 亥12月 覚（銭三百七拾九文御年貢諸掛物受取） 源蔵 横尾村磯五郎 状 1

46 Ｅ 55 戌12月 覚（銭三百七拾弐文御年貢諸掛物受取） 源蔵 横尾村磯五郎 状 1

46 Ｅ 56 夘12月 覚（勘定拂） 義助 幸蔵 状 1

46 Ｅ 57 12月 子御年貢辻（畑米代国役夫銭〆三百七拾八文） 嘉十郎 磯五郎 状 1

46 Ｅ 58 12月20日 （三百六拾七文中之条御年貢他） 与七 幸蔵 状 1

46 Ｅ 59 1月25日 覚（壱両弐朱　腰帯壱筋他） ツタヤ喜三郎 弥惣左衛門 状 1

46 Ｅ 60 9月 覚（金拾八両弐分壱貫七百八拾六文他） 瀧右衛門 弥惣左衛門 状 1

46 Ｅ 61 3月11日 覚（三十六文男袖口他） 友吉 入横尾彦兵衛 状 1

46 Ｅ 62 庚午12月28日 覚（〆弐両壱分一朱九百文作料他） 諶吾 久五郎 状 1

46 Ｅ 63 酉 酉御物成皆済目録 中之条御代官蓑笠之助 横尾村名主、組頭、百姓代 状 2

46 Ｅ 64 差上申済口證文之事（新堰出入り） 状 1

46 Ｅ 65 （横尾村高弐百八石四斗五升他） 状 1

46 Ｅ 66 1月20日 為取替申内済證文之事（大平腰割平、観音山、御蔵屋敷出入） 状 1

46 Ｅ 67 明治13年7月 講中日待名面帳 講中 横帳 1

46 Ｅ 68 講中睦敷頼母鋪儀定之事 よこふ村林幸蔵 状 1
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46 Ｅ 69 （村上天皇第四之御子、為国八男出浦蔵人盛国、小野澤左近） 橋詰氏蔵主 状 1

46 Ｅ 70 （清野式部、清野隼人、武州比企郡瀬戸村皎西寺ニ有之） 状 1

46 Ｅ 71 （森村禅洞院雨宮勢津守清野山城守両所開喜） 状 1

46 Ｅ 72 （幸蔵分田畑、弥惣左衛門分田畑） 状 1

46 Ｅ 73 差出申一札之事（金井村ゟ当村地内へ新堰堀御役所へ） 断片 1

46 Ｅ 74 明治10年8月 （畑税金三拾銭可相納事）他 南條村戸長役場 橋詰幸蔵 状 28

46 Ｅ 75 明治20年10月 （地方税町村費他）他 南條村、中之条村戸長役場 橋詰幸蔵 状 28

46 Ｅ 76 11月13日 目録（御樽壱ツ、御着乙女苧、帯、腰帯） 西澤安五郎 橋詰利吉 状 1

46 Ｅ 77 9月 おほへ（小袖二ツ、帯、羽織、袴、金壱両、脇差、扇子） 状 1

46 Ｅ 78 目録（柳樽、鯛、鰑、昆布、扇子） 西澤安五郎 橋詰利吉、幸蔵 状 1

46 Ｅ 79 2月 覚（塩鯛、寿留女、昆布、扇子他） 西澤利七 橋詰利吉、幸蔵 状 1

46 Ｅ 80 9月 覚（家内喜多留、鯛、寿留免、こんふ、麻苧、煎茶） 沓掛源五右衛門 橋詰母上 状 1

46 Ｅ 81 12月18日 覚（鯛、寿留女、昆布、扇子、白苧、煎茶他） 沓掛源五右衛門
橋詰弥三左衛門、橋詰弥蔵、橋
詰善十郎外

状 1

46 Ｅ 82 2月14日 おほへ（鯛、寿留女、昆布、乙女宇、煎茶、扇子他） 出浦正左衛門 橋詰幸蔵 状 1

46 Ｅ 83 12月24日 覚（鯛、昆布、扇子他） 出浦正左衛門 瀧澤五郎右衛門 状 1

46 Ｅ 84 茂久路具（鯛、扇子、寿留女、昆布他） 状 3

46 Ｅ 85 親類書（沓掛源右衛門外21人） 状 1

46 Ｅ 86 献立（皿、にんじん、大根、とさか、いわたけ、しょうが他） 状 1

46 Ｅ 87 献立（皿、鉢、飯、平、茶碗他） 状 1

46 Ｅ 88 献立（三ツ組御盃、本膳、二ノ膳他） 状 1
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46 Ｅ 89 3月17日 御遷宮覚（鯛、ろうそく、御酒、御初尾他） 状 1

46 Ｅ 90 覚（黒筆壱把瀧沢勇右衛門、黒筆幷双紙橋詰幸蔵他） 状 1

46 Ｅ 91 2月14日 覚　婚礼御祝儀（鳥目十疋入横尾弥惣左衛門他） 状 1

46 Ｅ 92 安政5年3月 早世源了童子之位　橋詰いそ五 横帳 1

46 Ｅ 93 茂久路く　他 包紙 3

46 Ｅ 94 1月14日 書状（村上御老君様昨十二月御落命被遊御所沢山エ仮葬） 小宮山造酒進 橋詰幸蔵、弥惣左衛門 状 1

46 Ｅ 95 5月14日 書状（坂木宿吉祥寺右場所へ罷越存候） 仙英 橋詰幸蔵、弥惣左衛門 状 1

46 Ｅ 96 未12月19日 口上（差かゝりいた入用） 西念寺執事 入横尾幸蔵 状 1

46 Ｅ 97 4月13日 書状（御清荘之由致承知） 福正院 橋詰幸蔵 状 1

46 Ｅ 98 1月5日 書状（村上若殿当四月江戸出立ニ而葛尾向エ御出歩） 小宮山造酒 橋詰幸蔵 状 1

46 Ｅ 99 2月19日 書状（当人給分望有之） 出浦浅太郎 橋詰久五郎 状 1

46 Ｅ 100 10月22日 書状（風呂敷拝借、当村上下若者連合ニ相成） 清親 幸蔵 状 1

46 Ｅ 101-1 9月9日 （包紙） 清野助右衛門内出浦正左衛門 橋詰幸蔵 包紙 1

46 Ｅ 101-2 9月9日 書状（当時江戸築地清野助右衛門様エ随身、老母義御世話ニ） 出浦正左衛門 橋詰幸蔵 状 1

46 Ｅ 102 5月22日 書状（多仲殿義死去出棺明廿三日四ツ時） 出浦正左衛門 橋詰幸蔵、弥惣左衛門 状 1

46 Ｅ 103 2月16日 書状（先方ニ而ぜひぜひ入用之由ニ） 中之条村庄吉 入幸蔵様、熊次郎 状 1

46 Ｅ 104 8月9日 書状（義長病気之所昨八日死去　葬式明十日） 出浦安五郎 橋詰幸蔵 状 1

46 Ｅ 105 11月晦日 書状（親子供ニ大災難　当廿十日晩盗賊八人） 小宮山造酒 橋詰幸蔵 状 1

46 Ｅ 106 6月7日 書状（中嶋村百助殿エ願置、村上旧臣、力石村ニ山崎） 出浦庄右衛門、要輔 橋詰幸蔵 状 1

46 Ｅ 107 1月23日 書状（下拙儀道中無事ニ而上田表柳町迠帰着） 同苗弥蔵 橋詰弥惣左衛門 状 1
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家別 分類 分類

　坂城町　　横尾　橋詰幸蔵家文書目録
請求番号

和　　暦 史　料　名　（表題） 出　　所 宛　　所 形態 数量 備　　考

46 Ｅ 108-1 （包紙） 村上八十吉 橋詰幸蔵 包紙 1

46 Ｅ 108-2 9月8日
書状（出浦氏老母七月十七日病死、正左衛門殿ニも同月三日死
去）

村上八十吉 橋詰幸蔵 状 1

46 Ｅ 109-1 （包紙） 村上八十吉 橋詰幸蔵 包紙 1

46 Ｅ 109-2 2月27日 書状（御越年目出度満泉寺迠幸便ニ而池田勇右衛門ゟ御聞） 村上八十吉 橋詰幸蔵 状 1

46 Ｅ 109-3 先祖書（村上左衛門佐義清） 状 2

46 Ｅ 110-1 10月7日 （封筒） 大英寺宮下恒次郎 入横尾村橋詰幸蔵 封筒 1

46 Ｅ 110-2 10月7日
書状（村上義清公墓地者旧臣出浦庄左衛門進退之所方今出浦家乃退
破ニ手入人無之気之毒之至、相続人前山傳兵衛次男出浦家トハ縁近
有之、出浦七左衛門忰浅太郎任せ有之哉）

大英寺宮下恒次郎 入横尾村橋詰幸蔵 状 1

46 Ｅ 111 3月3日
書状（先年出浦氏へ被御預候村上家往古諸書付写、御入用ニ
付）

満泉寺納所 入横尾村磯五郎 状 1

46 Ｅ 112 5月14日 口上（納所五十本程御無心申入度） 山の寺納所 橋詰幸蔵 状 1

46 Ｅ 113 3月23日 書状（明廿四日当村愛宕之祭皆々様待入） 中之条小宮山造酒之進 橋詰幸蔵、弥惣左衛門 状 1

46 Ｅ 114 12月4日 書状（伯父権右衛門昨三日死去葬式今九ツ時出棺） 御所沢瀧沢富吉 橋詰幸蔵 状 1

46 Ｅ 115 7月23日 書状（坂木宿ニ而庄左衛門様ヲ御頼） 大門観音堂 入横尾橋詰弥惣左衛門 状 1

46 Ｅ 116 2月2日
書状（定助郷勤年季切ニ而御免除キ村方エ瀧右衛門殿承り左之
通）

倉右衛門、清左衛門、熊次郎 栄吉 状 4

46 Ｅ 117 （包紙） 小諸市町我妻将監外 富永靭負外 包紙 2

46 Ｅ 118 7月3日
書状（定助郷勤年季切ニ而御免除キ村方エ瀧右衛門殿承り左之
通）

半右衛門 傳二郎、只之進 状 2

46 Ｅ 119 於八嶋憶熟盛、松嶋雲居禅師作 橋詰幸蔵持主 状 1

46 Ｅ 120 覚（天文六年武田晴信川中島御手ニ入シ～宝暦六年六月入部） 橋詰幸蔵 状 1

46 Ｅ 121 3月14日 （浅野内匠守家来戒名） 橋詰氏 状 1

46 Ｅ 122 覚（中山長門守様御屋敷他10人） 断片 1

46 Ｅ 123 （松平越前守三十万石越前福井外23大名） 断片 1

46橋詰幸蔵家 33



家別 分類 分類

　坂城町　　横尾　橋詰幸蔵家文書目録
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和　　暦 史　料　名　（表題） 出　　所 宛　　所 形態 数量 備　　考

46 Ｅ 124 凡御退位（清和天皇、経基、満仲、家康、秀忠～家基） 状 1

46 Ｅ 125 （朔日定光佛熱田大明神～二十八日大日如来兵主大明神） 状 1

46 Ｅ 126 覚（天正元年ゟ寛政五年丑　凡弐百弐拾弐年） 状 1

46 Ｅ 127 （井伊万千代掃部頭三十五万石他） 断簡 4

46 Ｅ 128 座頭と菓子釜本商人出入御裁許之事 状 2

46 Ｅ 129 （陽光、風之事、十五夜　他） 横帳 1

46 Ｅ 130 寛政10年3月 野暮臺待　春興　他
状
断片

12

46 Ｅ 131 絵（富士、草花） 色紙 2

46 Ｅ 132 文化 御手本　一 橋詰幸蔵持主 折本 1

46 Ｅ 133 御手本　他
断簡
状

4

46 Ｅ 134 御手本（山城、大和　国名） 幸蔵持主 折 1

46 Ｅ 135 取極證文之事（御林守之義）他
断片
状

12

46 Ｅ 136 12月 （弐朱百四拾八文　酒屋他）他
断簡
状

21

46 Ｅ 137 （油徳用まじない他）他
断片
状

17

46 Ｅ 138 覚（弐拾壱匁三分七厘ふり他）他
断片
状

21

46 Ｅ 139 申7月13日 覚（九百五拾八文　午年他）他 新重外 幸蔵
断片
状

25

46 Ｅ 140 12月2日 （廣東人参他）他
断片
状

14

46 Ｅ 141 當村神社号奉願候願書三通
断片
状

14

46 Ｅ 142 5月26日 覚（桑付三束他）他
断片
状

3

46 Ｅ 143 絵図（村上君　大門　十王堂他） 地図 1 325x300
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46 Ｅ 144 絵図（大神宮鳥居） 図 2

46 Ｅ 145 明和 新版江戸繪図 文薹屋次郎兵衛 図 1 440x610

46 Ｅ 146 讃州劔五山彌谷寺一山之圖 辻兵蔵本救蔵版 圖 1 315x440

46 Ｅ 147 日本地図 断片 1 前後欠

46 Ｅ 148 文化5年 田舎用文章 橋詰幸蔵写 縦帳 1

46 Ｅ 149 消息往来 縦帳 1

46 Ｅ 150 （手本歳暮之為御祝儀他） 折 1

46 Ｅ 151 天保11年 天保十一年庚子七曜晴雨考　廣江永次蔵版 松本本町高美屋甚左衛門 状 1

46 Ｅ 152 官許薬舗 稲荷山町栁田謙道 状 1

46 Ｅ 153 （於中之條村十五日ゟ晴天二日之間角力興業）
取持葛山彦二郎、亀島久次郎、世話惣若者
中、勧進元勇山重八

状 1

46 Ｅ 154 薬 御免調合所法橋吉野五運 断片 1 前欠

46 Ｅ 155 明治16年1月 速素戔嗚神社永代奉額（俳諧） 南條村横尾組 状 1

46 Ｅ 156 （甲越五戦考正　二之巻七） 断簡 1

46 Ｅ 157 如神丸　一ふく二十五銭 取次上田海野町松屋傳八郎 状 1

46 Ｅ 158 （御老中御大老若年寄他席順） 状 1

46 Ｅ 159 破軍星早繰 状 1

46 Ｅ 160 未10月 類葉發句集　田喜庵護物撰 状 1

46 Ｅ 161 成田山一粒丸 三橋吉兵衛 状 1

46 Ｅ 162 明治15年 （神名最上祓、十種神宝一国総社他） 須原屋茂兵衛 巻子 1

46 Ｅ 163 萬代永徳新雑書 元祖和泉屋藤七版 折 1
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46 Ｅ 164 文政4年 文政四年寛政暦 伊勢度會郡山田瀬川舎人 状 1

46 Ｅ 165 明治15年 明治十六年略暦 江上直方 状 1

46 Ｅ 166 寛保2年4月 地方論所質地訴訟裁許公事訴取捌　他 寺社奉行、橋詰幸蔵主 縦帳 1

46 Ｅ 167 天明6年 （頃ハ宝永五年午ノ五月のすへ大州白石片倉小重郎領分） 橋詰小四良 縦帳 1

46 Ｅ 168 寛政12年5月 虚無僧掟書（慶長十九年正月） 清海寺門弟要林 縦帳 1

46 Ｅ 169 天和2年9月 天和弐載九月良日小宮山家易書　代々持主之ス 縦帳 1

46 Ｅ 170 文化3年12月 百姓往来豊年蔵 橋詰幸蔵主 縦帳 1

46 Ｅ 171 文化3年1月 田舎用文章 橋詰幸蔵主 縦帳 1

46 Ｅ 172 文化3年1月 用衛覚文字也 橋詰幸蔵主 小帳 1

46 Ｅ 173 文化3年1月 衣類書 橋詰幸蔵主 縦帳 1

46 Ｅ 174 文化3年11月 婚禮之文章、妊娠之文章、煩病防尋之文章他 林幸蔵 縦帳 1

46 Ｅ 175 文化4年12月 道中往来 橋詰幸蔵 縦帳 1

46 Ｅ 176 文化4年11月 婚禮之文章 橋詰幸蔵 縦帳 1

46 Ｅ 177 文化4年8月17日 京万歳 橋詰幸蔵 縦帳 1

46 Ｅ 178 文化5年5月 新女今川　一 橋詰幸蔵 縦帳 1

46 Ｅ 179 文化5年1月 洛陽往来 橋詰幸蔵 縦帳 1

46 Ｅ 180 文化7年1月 算帳 小帳 1

46 Ｅ 181 文化9年4月 庚申縁記 橋詰幸蔵 縦帳 1

46 Ｅ 182 四季之文書 横帳 1

46 Ｅ 183 文化元年 （當村谷川御普請所新地御高内字酒玉） 断簡 1
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46 Ｅ 184 公事訴訟 横帳 1

46 Ｅ 185 ひとり草（俳諧） 信州上田中嶋萬雅 田喜庵先生 縦帳 1

46 Ｅ 186 文化8年1月 世話字往来 林幸蔵 縦帳 1

46 Ｅ 187 寛政6年6月 庭訓往来 永寿堂 縦帳 1

46 Ｅ 188 天明5年6月 御江戸往来泰平 蔦屋重三郎 縦帳 1

46 Ｅ 189 文化13年1月 姫路物語　全 橋詰幸蔵 縦帳 1

46 Ｅ 190 午1月 濃関戦記要覧 橋詰幸蔵 縦帳 1

46 Ｅ 191 享保12年1月 万民重寶　名物往来 全 西村屋與八板 縦帳 1 橋詰幸蔵主

46 Ｅ 192 安永7年5月 萬世古状揃大成　全 豊栄堂榎本吉兵衛板 縦帳 1 表紙欠

46 Ｅ 193 忠孝猥事　他 縦帳 1 表紙欠

46 Ｅ 194 難波 小帳 1 表紙欠

46 Ｅ 195 寛政3年 高砂、くらま天狗他 縦帳 1

46 Ｅ 196 初段　他 縦帳 1 表紙欠

46 Ｅ 197 道行君の後悔　他 文判堂 縦帳 1 表紙欠

46 Ｅ 198 寛政12年6月 萬世古状揃大成　全 岩戸屋源八 縦帳 1 表紙欠

46 Ｅ 199 安永5年5月 遺書講義 手島信、手島建 縦帳 1

46 Ｅ 200 （百人一首） 小帳 1 表紙欠

46 Ｅ 201 靏亀、竹生島、猩々 森屋治兵衛 小帳 1

46 Ｅ 202 望天門山　他 小帳 1

46 Ｅ 203 小倉附百人首五文字取次第 小帳 1
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46 Ｅ 204 （弐貫文　他） 断簡 1

46 Ｅ 205 昭和22年10月16日 信濃毎日新聞 断簡 1

46 Ｆ 1
（北日名田高百拾四石余、畑高三百八石余、横町、南日名、立
町）

断簡 1

46 Ｆ 2 寅 御傳馬割（満泉寺庄左衛門、宗秀寺外8人） 断片 1

46 Ｆ 3 （松平伊豆守様御領分山城小泉村萬平百九十四才） 状 1

46 Ｆ 4 （山城高二十万六千七十石、和泉、大和、摂津他） 小帳 1

46 Ｆ 5 （花押、清命、定賢、国常、清堅他） 断片 1

46 Ｆ 6 2月18日 書状（往古之御判物入横尾磯五郎ゟ写取差上候様） 小嶋五郎蔵 塚田五左衛門、小宮山隼人 状 1

46 Ｆ 7 （中之条御役所井上五郎左衛門外6人名面） 断片 1

46 Ｆ 8 文化9年1月 御室御所御便 出浦正左衛門手控 縦帳 1

46 Ｆ 9 文化9年11月 庚申縁記　一巻 出浦正右衛門 縦帳 1

46 Ｆ 10 天命一刀唯心流 出浦 小帳 1

46 Ｆ 11 11月18日 漂流根源記 村上識、村上大和守蔵 縦帳 1

46 Ｆ 12 中山傳記 縦帳 1

46 Ｆ 13 片假名伊呂波 庄右衛門 断簡 1

46 Ｆ 14 （四之宮大明神神職片山筑後他）他 断片 4
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